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                                １０：００開議  

 

○ 日置記平委員長 

 皆さん、おはようございます。 

 本日の議題に係る当委員会の審査を継続いたしますが、土井委員が少しおくれて来られ

ますので、ご報告。 

 ただいま、傍聴者の方がお一人、出席をいただいております。 

 では、昨日、資料の請求があった部分、それから、当初の中学校加配のところについて

記載漏れがあったことについて、順次説明ください。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 大変申しわけございません。 

 まず、きのう、請求資料の11ページにつきまして、非常勤講師についてご質問をいただ

きました。そのときに四日市の単独というのはないのかというご質問いただいたんですけ

れども、そのときに私のほうが全くの勘違いをしておりまして、資料のこの欄が全く抜け

ておったのに私が気づきませんでというか、私が勘違いしておりまして、この欄、きょう

お渡しさせていただいたように、中学校も四日市単独がございまして、合計51人入ってご

ざいます。 

 本当に私の認識不足で、大変ご迷惑をおかけしました。本当に申しわけございません。

ということで訂正をお願いします。 

 

○ 日置記平委員長 

 次の追加資料の説明を引き続き担当の人から、きょう全部メンバーに配られた、きのう

お願いしたところの資料についてお願いします。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 引き続き、配った資料について、ご説明をさせていただきます。 

 まず一つ目、１ページですが、四日市市学校給食協会の会計処理についてということで、

そこに説明をさせていただいたように、物資の発注と支払いに関して、公認会計士による

チェック、監査体制その他ということで、分けてご説明をさせていただいております。 
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 簡単に申し上げまして、津市の会計の場合、単独で行っていたということと、それから

責任者が不在であったということが、そのように報じられております。その点からすると、

四日市市の場合は発注と支払いは別の担当者、そして、なおかつ事務局長が押印をしてお

金を出すと。しかも、直接口座払いを行っているということ。それから、事務局長がおり

まして、実質責任者としてやっているということからすると、津市よりは危険性としては

非常に少ないというふうに考えております。ただ、ないと言い切れるものではありません

ので、こちらとしても監視をしっかりとしていきたいというふうに考えております。それ

が１ページでございます。 

 それから、２ページは、同じく、その学校給食協会における業者の登録についての資料

でございます。 

 １番の給食用物資納入業者の指定に関する規定というのがございまして、それに２年ご

とに公募するというふうに記載をしてございます。 

 ２番は、登録業者、登録の流れでございます。８月の下旬から広報に載せまして、９月

中旬から募集を行うという一連の流れがそこに載せてございます。 

 そして、納入業者の登録基準というのがございまして、そこに（１）から（８）まで基

準がございます。納税義務でありますとか立地条件、それぞれ四日市市に対して。それか

ら、供給能力としては１日39校分の２万食ということ。そしてまた、納入する配送能力。

そして、異物混入とか、何か間違いがあったときの迅速な対応能力が必要ということにな

っております。 

 引き続きまして、４ページの資料は、学校給食協会の組織体制についてでございます。

学校給食協会の資料からコピーをとりました。理事、評議員、監事、右下ですが、事務局

職員、このような形になっております。 

 次、５ページですが、学校保健委員会を設ける根拠ということで、法的な根拠というの

はないんですが、１番の、最初は昭和33年の文部省体育局長の通達。そして、その後、保

健体育審議会答申が２回出されまして、そして最近では、６ページになりますが、中央教

育審議会の答申、それで学校保健委員会の開催、それから運営の強化と、そういったこと

について、そこに載せさせていただいております。 

 ７ページは、学校医、歯科医、学校薬剤師の職務ということで、学校保健安全法施行規

則から載せさせていただいております。それぞれ第22条、23条、24条ですね、学校医、学

校歯科医、学校薬剤師に分かれて載っておりまして、そこに職務が記載されてございます。
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それに基づいて現在運営をしているということです。そのもとは学校保健安全法の第23条

ということで、下に参考として載せさせていただいております。 

 学校教育課関係は以上でございます。 

 

○ 吉田指導課長 

 指導課のほうから、ご説明をさせていただきます。 

 追加資料８ページ、９ページにわたって、不登校児童生徒数及び年度別比較の概要報告

ということで、平成24年度につきましては、小学校、中学校で合わせて357名の不登校児

童生徒がおるということでございます。その中で小学校、平成23年度に比べると、24年度

のほうが22名の増になっております。また、中学校につきましては若干の減少がありまし

て、そこに書かせていただきましたように、小学校で増加しましたけども、中学校では減

少したというようなことがわかってきております。 

 このようなことで、下のほうにも書かせていただきましたが、不登校児童生徒数につき

ましては、昨年度もいろいろご示唆いただきまして、この中で特に小中学校の連携を強め

ることやら、欠席の３日目というのが非常にポイントになってくるということで、そのよ

うなことを組織的に各学校でやっていただくようなことで、今、対応させていただいてい

るところでございます。 

 続いて、９ページのほうでございますが、これも昨年度、本市独自ということで、不登

校リスク群の基準を設けまして対応させていただいております。その中で小学校の不登校

人数リスク群、小学校３年生は28人減っている、６年生も29人減っているということで好

転している傾向はあるんですが、逆に、小学校６年生からやっぱり中学校１年生のところ

でのリスク群は62人と最も多かったというようなところが継続的な課題だというふうに捉

えております。 

 本年度、一番下のところでございますが、教育委員会の不登校対策委員会ということで、

この５月と６月、７月と、もう既に３回、このような対策委員会を開きながら現状把握と

分析、それから３日目シートの活用状況と小中連携シートについての浸透を図るように対

応させていただいております。 

 なお、それを受けて、８月４日には小中学校の担当者を集め、３日目シート、小中連携

シートを実際にやっている小中学校１校ずつ実践発表会をして検証を深めました。その後、

東京学芸大学の小林教授を、この道で専門の方をお呼びして、その対応についての検証を
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深めるなど、校長会におきましても、一人でも削減をするようにということで、再度要請

をさせていただいているところでございます。 

 また、本年度の特徴として、教育支援課にセラピスト、臨床心理士等がおりますので、

その者を各校に訪問させて、ケース会議を各校で開いて、対応についての助言を行うとい

う新たな取り組みをさせていただいているところでございます。 

 以上です。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 よろしくお願いします。 

 10ページをごらんください。追加資料としまして、校務用ネットワーク及び教職員パソ

コンによる校務処理の現状と課題をより明確に明らかにせよということで、お示しをさせ

ていただきました。 

 １番、校務にかかわる現状をかいつまんでご説明させていただきます。電子データの書

式につきましては、指導要録、保健統計等は決まった様式が統一化されておりますが、そ

の作業はそれぞれで行っております。したがって、学籍情報等に変更があった場合は、そ

の一つを直せば全てのシートに反映されるというようなシステムには残念ながらなってご

ざいません。 

 それから、成績処理、通知表等は、おおむね統一された内容で処理をされておりますけ

れども、書式や処理の方法については、各校の独自性がございます。 

 次に、掲示板とかアウトルックメールのグループウェアに関しては、全庁的に本庁のシ

ステムとネットワークがつながっておりまして、教育委員会と学校、教職員の間では連携

はとれていると考えております。 

 セキュリティに関してでございますけれども、個人情報に係る、例えば成績データとい

ったようなものは、全てＩＴ推進課が管理している市の共有サーバーに一元管理されてお

ります。 

 また、教職員がパソコン等への保存、あるいは外への持ち出しといったことについては、

通知あるいは校長会議等で周知徹底を図っております。やむを得ず外部へ持ち出すという

場合には、各小中学校にはＵＳＢメモリ、512キロバイトのものを８本用意しております

が、これはＩＴ推進課、教育委員会に認可済みのものに限って使用してもよいと。学校長

が管理をして、許可を得てデータを持ち出すというようなことになってございます。 
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 ２番、ご示唆いただいた校務支援システムを導入した場合に期待できる効果と課題とい

うことで整理をさせていただきました。学籍については、先ほど申しましたように一元化

がされていないという現状ですので、それが校務支援ソフトによって一元化されれば、一

括反映ができるなど事務処理のさらなる軽減につながるものと思われます。 

 グループウェアについては、今使っている掲示板システム、アウトルックについて、特

に支障なく活用できていると思われますが、仮に校務支援システムにそれも組み込むとい

うことになりますと、全庁的な整備をする必要が出てくると思われます。 

 データ管理とシステムに関しては、システムがそれぞれ単独で動いていたり多岐にわた

っていますので、校務支援ソフトで一元化をすればいいわけですけれども、その必要性と

か、どこまでやるかとかいったようなことについて、さらに研究、検証をするための例え

ば検討委員会等を立ち上げて取り組む必要があるのではないかと考えております。 

 なお、情報管理については、このシステム導入にかかわらず、さらに教職員一人一人の

情報セキュリティの強化を図っていかなければならないと考えているところです。 

 11ページ、３番、校務ネットワークの図式をごらんください。ＩＴ推進課から資料をも

らって、それを簡略に示させていただきました。上の四日市市共有サーバー、個人情報デ

ータという大きな円柱がございますが、これが先ほど説明しました個人情報、成績情報な

どをＩＴ推進課が一元管理している本庁のサーバーでございます。そこからは左に向かっ

て回線網１ということで、これはＩＴ推進課の本庁のシステムの中で中部テレコミュニケ

ーションの回線を使ってインターネットに出てまいります。そこには当然ながらファイヤ

ーウォールということで、外部からの侵入を防ぐシステムが設置されてございます。 

 一方、各学校とはどのようにつながっているかというと、ＶＰＮ、バーチャル・プライ

ベート・ネットワーク、その略でございますが、それを介して各小中学校と本庁のサーバ

ーが結ばれております。これはＮＴＴのフレッツ光の回線を使ってございます。この回線

自体は公衆回線でございますが、そのＶＰＮを使うことによってプライベートな、個別の

市と各校だけが結ばれるという閉じられたネットワークが構成されておりますので、ファ

イヤーウォールなしでも侵入を防ぐことができるという環境にございます。 

 以上です。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 12ページをおあけください。昨日、不用額が多額に発生しているというところをご指摘
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いただいたところです。不用額が多額に発生することについては、決して好ましいもので

はないというふうに判断しているところでございます。 

 今回、小学校３校の高架水槽更新工事におきまして、不用額が発生いたしました。経過

といたしまして、本工事の予算につきましては、今回設ける水槽の大きさについて、既存

の水槽に基づき積算を行いました。一方、実施設計時におきましては、近年、児童数が減

っていること、衛生上の観点から不要な水を多く滞留させないということから、再度、人

員を算定しまして水槽容量を見直したところでございます。その結果が、表にありますよ

うに、例えば羽津北小学校ですと20㎥が18㎥、下野小学校ですと6.6㎥の高架水槽が2.8㎥

と約半減していくというようなところでございます。 

 こういったことから、水槽の縮小などによる工事内容の変化、そしてまた、我々が現場

の状況を十分に予算に反映できなかったこと、そしてまた、入札の折に差金が発生したこ

とにより不用額が生じたものでございます。 

 実は、この予算につきましては、平成24年２月定例月議会において平成23年度予算の補

正を行い、全額24年度に繰り越したものでございます。補正予算であることから、その期

間等によりまして十分な精査ができなかったことも今回の原因の一因と考えております。 

 また、繰り越し予算であることから、他の教育施設整備に活用できなかったこと、そし

てまた、減額補正ができないことも不用額発生の一因と考えております。 

 以上のように、いろいろ申し上げましたが、決して肯定できるものではなく、言いわけ

にとどまるところでございます。 

 今後の対応につきましては、こういった不用額が発生したことを真摯に捉えまして、原

因の精査、そしてまた反省するとともに、今後における予算の算定につきましては、十分

な精査を行い、精度の向上に努めてまいりたいと思います。 

 なお、もう一点、中学校におきましても同様の工事を行っております。この不用額の発

生につきましても同様の原因ということでございます。 

 説明につきましては以上でございます。 

 

○ 日置記平委員長 

 ありがとうございます。 

 これで全部ですね、はい。 

 ただいまは、４人の方々から昨日、追加資料の要請があった分について説明いたしまし
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たので、今から委員の皆さん方の質疑を受けます。 

 

○ 小川政人委員 

 きのう、石黒課長が説明したときに、しきりに職員の、課長補佐か誰か言うとったもん

で、違うやろうって聞いたら何にも言わへんやんか。きょうだって違うという話やでさ。

それは違ったときに違ったって言えばええの。別に違っとったら文句言うわけじゃあらへ

んし、正しい説明してもろうたらええわけやしな。そこはちゃんとあれしたんだから、そ

れで何人かおるわけやでな。資料が一つ抜けとったら、抜けとったで足らんこと説明して

おけば、それで済むことやのに、いや、違います、癖で首振っていますとかいうんじゃ話

にならんでさ、そこは改めてもらいたい。 

 以上。 

 

○ 日置記平委員長 

 ここのところ、大変重要なところでありまして、組織ですから、教育長以下、副教育長、

そして次長、課長、その他メンバーの皆さん方、来ておられるわけです。例えば教育長が

100％、目が届くかといったら届きません。という言い方はあきませんが、やはり多くの

懸案の中でそういったこともあります。役割分担というための組織ですから、小川委員の

おっしゃるのは当然でありまして、それはしかと捉えたときに、捉えた方が勇気を持って

ご発言いただくようにお願いいたします。 

 次の方、どうぞ。委員のメンバー。 

 

○ 中森愼二委員 

 学校給食協会の資料をいただいたんですが、津市で発生した使い込みの部分については、

四日市市としては発生しにくい環境にあるけれども、絶対と言えないということで、いろ

いろ方策を考えているということなんだけれども、決定的に津市と四日市市の違いは一言

で言うと何ですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 一つの会計処理に複数の人間、いわゆる職員２名プラス事務局長が参画して処理を行っ

ているというところだというふうに考えております。 
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○ 中森愼二委員 

 そうすると、ここの資料にもあるんですけど、津市の場合は四日市市でいう事務局長に

相当するような管理、監督する人がいなかったと、その女子の会計職員に全部任せていた

というのが実態だということですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 ５月27日の新聞が手元にあるんですが、新聞によりますと、人員が足りず元臨時職員に

任せ切りの部分があったとか、責任者不在とも言える体制だったというように記載してお

りますので、そのような状態だったというふうに考えております。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうすると、四日市市の場合は複数の人間でチェックしているし、発注と支払いは別の

担当者が行っているので、より発生しにくい環境にあるということのようですが、そうい

う状況を担保していただいて、そういうことが起こらないように、ぜひお願いしたいと思

います。 

 次、学校給食協会の業者の登録の資料２ページ目以降のところなんですが、この話はど

うして出てきたかというと、保育所がね、別立てで給食食材の納入業者さんを選定してい

るということが平成23年度から行われているんです。それまではどうしていたかというと、

この四日市市学校給食協会における業者さんをそのまま使っていたということなんだけど

も、その理由が何かというと、学校給食協会のほうは２年に一度、業者さんの公募をして

いると。これでは小回りがききにくいし、参入したいという業者さんがみえたときに２年

に１回ではタイムラグが大きいので独自で選ぶことをしているということが一つでした。 

 もう一つは、学校給食の場合は、ここにあるように２万食に対応できる能力が求められ

ていると、保育所の場合は5000食だったかな、規模が違うということの中で、独自のもの

を選んでいこうということになっていたんですが、単に学校給食協会の公募が毎年行われ

れば、その中でその業者さんを使うこともできるし、そこら辺の対応は、同じ庁内の話で

いけば、それぞれが別の仕事をつくってやっている必要もないじゃないかというようなこ

とを思えば、共通の業者さんの中でそういうことができないのかなというのが一つあった

わけです。そういう意味で、この２年で公募を更新しているという部分は、毎年とか、そ
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ういうことは対応は可能なんでしょうか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 現在、２年ごとに公募となっておりますのは、一つに、そこに登録業者の中でとありま

すように、８月下旬からずっと事務的に大変作業があるということが１点。もう一点は、

例えば１年ごとにした場合、４月にスタートして９月に募集が始まるわけですから、その

間にその業者に対する評価を協会としてするのは、時間的にちょっと短いのではないかと、

この点が二つありまして、今、２年ごとにしてございます。ただ、言われることはもっと

もですので、学校給食協会のほうと相談をして、そういったことが可能なのかどうか、検

討はしてみたいなというふうには考えております。 

 

○ 中森愼二委員 

 もう一つ、資料の３ページの（５）の供給能力で、39校２万食分を満たすことができる

というのが条件なんだけれども、現状の入札業者さんで見ると、例えば魚、冷凍食品、乾

物類でも３社入っているわけです。別に１社が２万食全部担うわけではないという認識で

いいんじゃないかと思うとすると、ここの２万食というのは、１社で全部請け負う必要が

あった場合にはそうかもわからないけれど、複数の業者さんが数多く参入していただけれ

ば、別に２万食を１社が担わなくてはならないというものにはならないんじゃないかと思

うんだけども、そこら辺はどう……。青果の場合は三重北勢青果物商業協同組合に１社で

担ってもらっていますけども、ほかのところは複数、鳥肉は三昌物産さんですけども、そ

こら辺というのはどうなんですかね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 乾物につきましては、その３社で毎月必要なものについて入札をするということになっ

ております。実際に見積もり合わせになるかと思うんですけれども、それぞれの物品によ

って、いろんな納入方法がございますので一概には言えないんですが、今提案いただいた

ことについても、あわせて検討することは可能というふうに考えております。 

 

○ 中森愼二委員 

 今、入札というふうにおっしゃられたけれども、そうすると、例えば牛肉、豚肉、加工
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品の場合は３社が入ってみえるんだけども、これは給食食材の登録業者としては登録して

いるけれども、月々、入札をまた改めてしているわけですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 今の乾物につきましてはそうなんですが、肉とか、そういったものについては供給能力

の問題もありまして、それぞれが組合といいますか、協会といいますか、そういったもの

をつくって納入をしていただいているということになっております。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうすると、その２万食というふうな対応の今書かれている基準は、運用の中で１社が

２万食を供給できる形ではなくて、うまく都合をつけながら対応しているのが実情だとす

ると、ここでいっている供給能力の定義というものは変えてもいいんじゃないかな、現実

と合わせてみたところでね。 

 もう一つは、きのうも少し議論していたのは、市内の多様な業者さんに参入していただ

いて、安全な食材を供給していただくのであれば、競争原理が働くことも必要だというこ

とも私もそうだと思うので、現実的に保育所と小学校の入札業者さんの違いが何かといっ

たら、青果で１社と菓子類が一つ違うだけなんです。給食業務、ほとんど一緒なんです。

結果としてですよ。 

 だとしたら、無駄な選定作業をそれぞれがする必要もないと思うし、言っていた２年に

一度の公募のことだとか、２万食への対応という供給能力の定義を緩めることができれば、

保育所も学校給食協会の業者さんを使うことも可能になってくると思うので、そこら辺の

ところは改めて検討していただくということでいいんでしょう。もう一度確認したいんで

す。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 いわゆる２万食、一度には供給できないけれども、幾つかの業者が集まれば可能という

場合、例えば、こちらのほうが幾つかに分割して、この部分についての注文、この部分に

ついての注文という形にすると、物品の均一性がちょっと心配になってきます。ですので、

幾つかの能力の業者が集まって２万食以上の能力をキープするという場合、その業者がそ

れぞれ協力し合って、一つのできるだけ均一なものを供給していただくというような形で



 - 11 -

今やっております。ただ、おっしゃることについては、もっともな部分もございますので、

検討はしていきたいというふうに考えています。 

 

○ 中森愼二委員 

 ちょっと目標も掲げながら、ぜひ検討していただいて。まあ、検討したらいいわけじゃ

なくて、現実にこども未来部のほうで給食食材の入札業者は毎年選定しているという作業

が行われているわけなので、ちょっとスピードアップして、そこら辺の対応ができるのか

どうかということをぜひ検討していただくように、お願いしておきたいと思います。 

 とりあえず、これで終わります。 

 

○ 小川政人委員 

 さっきの２万食の件なんだけど、理屈はそうなんだけど、野菜なんか別段そんなに品質

変わるわけじゃないもんで、だから、入り口を狭くして業者参入ができなくしておるとい

う部分があるんやわな。それで、中森委員、学校給食と保育園と一緒にしたらええやない

かという部分はあるかもわからんけど、おれ、学校給食自体、ちょっと給食協会、もっと

やり方見直さんとあかんのかなというふうに思っとるわけ。 

 きょうも組織の部分も出してもろうたけど、例えば中学校のデリバリー給食やったら、

北と南に分けて半分ずつってやっとるわけやな、２万食以下やさ、当然。それでも、そう

いうように地元搬入の近さとか、いろいろやるわけやろう。だから、そこの考え方でいく

と、小学校の学校給食２万食満たせというのは無理な話でな、それは分けたほうがいいと

思う。多少高くついても、いろんな業界に分ける。 

 それから、今、学校給食だけじゃなくて、買い物難民という話が出ていますやんか。そ

れは中小の、小さい小売店がなくなっているから買い物難民になるんやわな。だから、こ

ういう業界で市内に組合があったら、そこはうまく活用してやるということは、別の政策

の面でな、福祉政策という面で、ほかに金がいらんようになるわけですから、そういう部

分も含めて、やはり地域の商店を大事にしていくということでいくと、一括２万食という

部分については、やっぱり入り口をもっと広げてさ。小学校が幾つあるんや知らんけども、

四つか五つのブロックに分けてもいいわけやから、そういうふうにしてもらいたいなと思

っています。それはおれの考え方ね。 

 それから、組織について教えてほしいんやけど、理事とか評議員、監事で報酬が出とる
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人と出とらん人がおるのか、それとも皆、無報酬でおるのかどうなのかな。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 報酬はございません。 

 

○ 小川政人委員 

 全部なしね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 はい。 

 

○ 小川政人委員 

 それから、事務局は、たった３人やわな。ペーパーだけで回しとる。商社みたいなもん

で伝票操作だけ、発注業務というだけ。そんな選定とか何かしとんの。食材をきちっと受

け入れて、ここからまた違うところへ渡しとるというんじゃなくて、食材はそのまま学校

へ。ノータッチでしょう、ここ、学校給食協会というのは。その辺を……。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 当然、物資の選定については、栄養教諭とか、そういったもの、それから、学校の先生、

校長先生とか集まって行って、向こうの、学校給食協会で行います。手元に資料がないの

で頻度はちょっとわからないんですが、多分、毎月１回だと思うんですが、抜き打ちで各

学校に納入されたものがきちっと品質を保っているか、量がきちっとあるかということに

ついて抜き打ち検査をしております。 

 

○ 小川政人委員 

 学校の給食調理師さんも栄養士か何かの免許を持っとるんやわな。毎日、食材を受け入

れておるわけですから、別段、現場でおかしいというのはわかるわけで、この組織はある

ことが必要なのかな、必要性はあんまり感じられないわな。２万食という話でいけば、そ

れはこういう組織が要るのかなとも思うけども、各学校に納入して、各学校で調理師さん

たちが、資格を持った人が必ずおると思うんやけど、そういう部分でいくと、本当に給食
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協会って疑問やなと思いながら。まあ、無報酬ということやで、学識経験者というのは、

ほとんど校長先生を務めておった人やわな。報酬出とんのかと思ったら出てなかったで、

まだいいけども、その辺が過度に、ここで組織つくって業者の参入を狭めて寡占状態にな

らへんかなと思って。 

 三重北勢青果物商業協同組合なんていうのは、確かに市がつくった公設市場の中の仲卸

の人たちの組合やでね、それはそれで過去に公設市場を市が守っていこうとする部分にお

けば、その業界の団体の人たちを重要視するということも一つは考えられるけども、おれ

なんか親が個人で鮮魚の問屋しておったもんで思うけど、個人でやっとるところは市の助

成なんか全然もろとらへんけど、市はいっぱい公設市場に出しておっても、それでも頑張

っとる組合もあるわけ、業者もあるわけやけどね。そういうことからいくと、やっぱり広

く門戸を開いてやるというのが必要やなと思うとるの。 

 特に公設市場も民間に変わったわけやし、そういう中で構成員っていろいろおると思う

んや。三重北勢青果物商業協同組合やったら鈴鹿の人とかいろいろあるやろうと思うもの

で、そこは全体の業者を大事にしていくということでいけば、もうちょっと発注体制、見

直してほしいなというふうに思っています。 

 それで、この３人体制って何か本当に、なかってもええみたいなもんやなと思っとるん

やけど。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 事務局職員は報酬ございますので。ちょっと誤解があるといけませんけども、評議員、

理事、監事、これは報酬はございませんけど、事務局職員は、いわゆる職員として働いて

います。 

 

○ 小川政人委員 

 それはわかっとるやん。事務局職員、無報酬やったら困るやないか。そんなのわかっと

るわ。その程度わからんで質問したと思っとるのか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 済みません。 

 それと、基本的な考え方として、かつて各学校がそれぞれの給食の食材を調達をしてい
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たという時代がございますというか、私は知らないんですが、ございました。ところが、

やはり学校がそれぞれ行う手続であるとか、それからスケールメリット、一挙に買うこと

によって安く仕入れるということについて、必要性のために各学校の校長先生が集まって

学校給食協会をつくるという話になって今現在に至っているということがございます。 

 それと、また一方、２万食といって、それぞれ何とかなるやないかという話もあるかと

思うんですが、実際には、やはり我々としては均一なものをできるだけ供給して、どの子

どもも同じものをというのが一つの理想というふうに考えておりますので、それも考えな

がら、今いただいたご意見について検討をさせていただくということで考えております。 

 

○ 小川政人委員 

 均一なんてあり得るわけやないやんか。一つのものを２万個に分けるわけじゃないやろ

う。一つのジャガイモやったら、四つか五つしかわからへんのやで、また違うジャガイモ

じゃないですか。それはものが大体同じなら、それでいいじゃないですか。全部均一とい

うのは、かえって間口を狭くしとる原因でしょう。ほんなら、２万食の分、産地全部、同

じように集まる。変わるでしょう。 

 そういうことも考えて、四日市の小売店をどうするべきかということもきちっと考えて、

学校だけ、学校、今、一人で行っとらへんやろう。地域の学校と言いながら、地域社会と

連携をしてと言うとるやんか。これも教育の大前提でしょう。そしたら、広く門戸をあけ

て、小売店の組合があれば、そういうところにもきちっと参入しやすいようにしてやると

いうことな。 

 それと、２万食の部分を本当に３人で実務的にやっとんのかなというと、伝票操作だけ

の話の世界でいくと、例えばＡという小学校に何個納めました、何個納めてください、ず

っと納めて、伝票だけで金振り分けてという世界やろう。これが本当に要るのかなという

のも疑問やなと思うな。 

 もうそれ以上言わへんで、今言ったこと、ちゃんと考えてやってほしいと思う。 

 

○ 日置記平委員長 

 よろしくお願いします。 

 ほかに。 
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○ 豊田政典委員 

 学校給食協会については、２人の委員が言われたのに賛同しますので、ひとつ改善すべ

き点は洗い直していただきたいなと思います。 

 と言っておいて、私のほうは５ページから、資料ありがとうございました。学校保健委

員会について、国からも再三改善の答申であったり、通知であったりが来ている。 

 まず、数字の確認ですけど、主要施策実績報告書の197ページは小学校で平成23年度が

15％、24年度も15％となっていますが、もう一方、点検評価報告書の12ページの数字と違

うのは小中学校合わせてなのかな。それを教えてください。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 済みません、時間かかって申しわけありません。 

 小中学校合わせてということだというふうには思うんですが、ちょっと確認をしたいと

思いますので、この点については、ちょっと後でもう一回、話させてください。 

 

○ 豊田政典委員 

 点検評価報告書のほうを見ると、この現状、課題ということで、全中学校、年１回以上

開催されている、内容も充実したものになってきた、参加者は児童生徒、教職員、三師、

保護者中心になっていると書いてありますやんか。 

 きのうの説明で、確かに全小中学校で開催されたけれども、上の指標に書いてある保護

者、地域が入った委員会ではなかったと。一方で100％だけれども、一方で13％だよとい

うところですが、そうすると13％以外の小中学校は誰が参加した委員会が開催されたのか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 当然、学校の管理職、職員、養護教諭、学校医とかの三師ですね、そういった方々。そ

れからＰＴＡ、そういった方々も参加ということになります。 

 

○ 豊田政典委員 

 今言われた、おおむね三師であったりＰＴＡの代表は100％参加しているということ。 

 

○ 石黒学校教育課長 
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 それも、それぞれの学校で三師が参加していない場合とか、ＰＴＡが参加してない場合

もございます。 

 それで、きのうもちょっと申し上げたんですけれども、新しい指標として、活動の回数、

それから家庭との連携。家庭との連携というのは、要するにＰＴＡの参加ということなん

ですが、例えば参加をしたのか、しないのかだけじゃなくて、参観程度なのか、協議に参

加しているのかということ。 

 それから、地域との連携。これはいわゆる地域の方々ですね、保護者以外の自治会であ

ったり、いろんな協議会の方々だと思うんですが、それにつきましても参加があるのかな

いのかだけではなくて、参観程度なのか、協議まで参加するのかということについて指標

にして、また、活動の効果について学校に効果があったのか、どうなのかということも問

い合わせて、あわせて四つの視点をもって新しい指標にするということで今検討を、新し

い平成25年度の指標を定めております。 

 

○ 豊田政典委員 

 方向性はそれでええと思うんですけども、少なくとも平成24年度の各学校の保健委員会

については、実態把握というのはできてなかったように思うんですが、間違いですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 今、手元にはないんですが、詳細にまでわたって資料があるかというと、ちょっとそこ

は自信がないんですが、おおむね今の参加形態については、資料は把握してございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 それじゃ、あわせて学校医、三師についてお聞きするんですけど、主要施策実績報告書

の197ページに小学校があります。平成24年度、公立小学校は何校あったんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 小学校40校でございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 197ページ、48人、校医とか歯科医になっていますけど、これはどういうことなのかな。 
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○ 石黒学校教育課長 

 基準がございまして、児童生徒数によって複数の学校医を必要とする学校と一人の学校

とございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 197ページ、小学校、例えば校医の先生は一人頭、年間50万円弱。201ページ、中学校、

50万円強というのは話したんですけど、きょう、その業務についてわかった。いろいろと

書いてあります。きょうの資料７ページ。例えばさっきの保健委員会に関する学校保健計

画、学校安全計画の立案に関与すべきという仕事があるんですけど、それ、100％関与し

てないわけでしょう、そうすると。学校によっては保健委員会にも出してないので、計画

立案であったり、修正であったり、見直しに関与してないですよね。校医も委託すると。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 その協議の場に参加はしなくても、学校医さんに相談もかけないということはございま

せんので、実際の協議の場に参加したかどうかはいろいろだと思うんですが、それぞれに

相談をして、ご指導いただいているという現状は実際にはあります。 

 

○ 豊田政典委員 

 時代時代によって学校保健の重要性というのは課題があって、最近であれば、熱中症で

あるとか、Ｏ―157とか、かなり報告してくれますやんか。だから、重要性は高まってい

ると思うんだけども、各学校の三師の活動記録というのは把握していますか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 活動の記録をしたものがございますので、それは校医から報告をするということになっ

ておりますので、それについては作成してございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 そしたら、ここの10項目別に、例えば校医ですけども、１から10について早急に資料を

出してくれますか。 
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○ 石黒学校教育課長 

 各学校で記録というか、学校長への報告ということになっておりますので、今は詳細に

ついて教育委員会に報告を求めておりません。ですので、すぐにというのは難しいことに

なります。大変申しわけございません。 

 

○ 豊田政典委員 

 おととい、こども未来部にお聞きしたところ、幼稚園の話ですけど、保育幼稚園課長か、

彼は全く把握してないという話なんです。一緒ですよ。各園、各学校は把握しているけれ

ども、それを所管しているというか、そのあり方について考えるべき課が全く把握してな

いわけですよ。そんなことでは全くナンセンスで問題外でね。 

 例えば７ページ、10項目あって、いろいろ指導、助言であるとか、さまざま重要な仕事

を委嘱しているわけですよね、仕事としてね。ところが、それは実際にどれだけ行ってい

るのか、行っていないのかも把握してないというのは余りにもずさんであると思うんだけ

ど、どうでしょうか。一度洗い直すべきだと思いますけど。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 言われるように、学校医、学校歯科医、学校薬剤師というのは、それぞれ我々として当

然把握するべきということやというふうに考えておりますので、学校と連携して、それぞ

れの状況について把握できるような形は考えていくべきだなというふうには今考えており

ます。 

 

○ 豊田政典委員 

 保健委員会のあり方もそうですし、三師を、校医等に委嘱しているというところで、法

律で決まっていれば置かなければいけないというのは当然なんだけど、少なくない税金を

当然、毎年払っているわけですよ。三師会に依頼して推薦してもらうんでしょう。その委

託料というのも三師会に委託料を払っているのに実態がわからない。疑いの目で見れば、

ほとんど何もしてなくても50万円払っているわけですね。 

 なんにもとは言いませんが、ここの10項目、７項目、７項目、これきちんとやっていた

だいているのかというのは今年度中に一度把握してください。また、この委員会に報告し
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てほしいんですけど、どうでしょう。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 学校の資料ということになりますけれども、それについて把握して、委員会のほうに報

告させていただきます。 

 

○ 豊田政典委員 

 別件があるんですが、どうでしょう。いいですか、委員長、別の項目。 

 

○ 日置記平委員長 

 いいですよ。どうぞ。 

 

○ 豊田政典委員 

 今から細かい話しをしますので、簡単に答えてください。素朴な疑問シリーズでいきま

すんでね。シリーズって、そんなありませんのでね。 

 主要施策実績報告書の198ページあたりを見ているんですが、まずお聞きするのは、小

中学校校長会、教頭会というのは任意団体と思っているんですけど、それで間違いないで

すか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 はい、そうでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 にもかかわらず、負担金ということで全国や三重県に小学校、中学校、市が払っていま

すやん、教育委員会が。これはどういうことなのかな。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 学校長としての職務を遂行するに当たって、当然、市内との連携、それから県との連絡、

それから全国的な情勢とか、そういったものについて把握するだけじゃなくて、研修等を

行って、よりよい学校運営を行うために、これ、必要ということで支払いをしております。 
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○ 豊田政典委員 

 そりゃさ、校長先生、教頭先生は研修を受ける、必要があれば受ける、公費で受けるべ

きですけども、任意団体が全国やら三重県の校長会、教頭会に参加する負担金を肩がわり

するというのはおかしいでしょう。実際、見直しの中で公費負担は100％から60％に減額

したりしていますやんか。これは、つまり、公費負担がおかしいということのあらわれで

しょう。そうじゃないの。ここはゼロにすべきだと思って言っているんですけど、どうで

しょう。もしくは補助金について。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 現状では、やはり同じ職の者同士、特に校長先生同士、集まって、それぞれの職務につ

いての研修を行うということは必要ということで支出しているわけですけれども、そうい

った任意団体ですので、この中には、いわゆる公費で支出をするのに見合わないものも当

然中にはあるだろうということで、60％ということで現在の支出になっております。 

 

○ 豊田政典委員 

 そうすると、60％については、これで適正なんだという判断ですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 これにつきましては、それでよろしい、今後検討しないということではなくて、実際に

はどれぐらいの額を負担するのが適正なのかということについては、今後も検討はしてい

きたいというふうに考えております。 

 

○ 豊田政典委員 

 だから、市がある団体に所属するに当たって税金を使うならわかるんですけど、全く別

の任意の団体が上部組織に負担金を払っているのを税金で払うというのはおかしくないの。

全く解せないんですけど。ずっと払ってきたんでしょうから、ようやくというか、減額の

動きが見られるという時期なのかな、今、そういう時点なのかなと思うんですけど、ちゃ

んと説明できるんですか。 
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○ 石黒学校教育課長 

 繰り返しになるんですけれども、学校長としての職務の中には、当然、学校運営という

ことなんですけれども、その中には他校と連携をして行うことであったり、それぞれで高

め合ったりということは当然ございますので、そういった目的を持ったものであったら、

任意団体であっても、その部分は公費で研修のための費用として支出するのはあるかなと

いうふうに考えております。 

 

○ 豊田政典委員 

 じゃ、見解の違いですね。せめて十歩下がって補助金にすべきだと思っていますが、ま

た別の機会で考えたいと思います。 

もう一個、この見直しの表の中に三重県体育協会に対する負担金というのが214ページ

にあるんです。これを見ると賛助金になっているんですね。費目として、214ページは下

のほう、三重県体育協会等負担金となっているけど、当然、市が三重県体育協会に負担す

るのはおかしいわけですね。おかしいからこそ賛助金になっているんでしょう。 

 

○ 小垣内スポーツ課長 

 三重県体育協会の負担金は約90万円ほど、内訳は人口１人当たり３円ということになっ

ております。これについては、去年も14市町の課長会のほうから体育協会のほうへ、この

負担金を軽減するようにという要望書も出しております。 

 特に四日市市の場合は90万円という、かなりの負担が高いもので、これのいきさつにつ

いても、私が去年、課長になったときに、いろいろ問い合わせたところ、かつての北川県

政のときに市長会で三重県の体育協会が活動するために各市町に負担を求めてきたという

ので、それからずっと経緯で人口当たり３円という単位で負担しているというところで、

去年も市長会のほうから軽減の要請もしましたし、ことしもやっていこうかなと思ってい

ます。 

 

○ 豊田政典委員 

 その削減の経緯はそういうことなんですけども、さっきの校長会の話の関係でいえば、

全く別の団体だから、214ページは負担金と書いてあるけれども、下の欄、市が負担すべ

きものじゃないから賛助金なんですね。賛助していると、助成しているという意味ですね。
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間違いないですか。 

 

○ 小垣内スポーツ課長 

 はい、そのとおりです。 

 

○ 豊田政典委員 

 だから、学校教育課長も、校長会、教頭会は別組織なわけですよ。賛助金であれば、ま

だ納得はできるんだけど、市が負担するというのはおかしいと思うんです。 

 もう一回聞きますが、その根本的な費目というか、金の出し方、名目というのは再検討

する考えはないですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 検討する余地はあると思っておりますので、今いただいたのを助言として受け取って考

えたいと思います。 

 

○ 豊田政典委員 

 そしたら、細かいやつは、とりあえずやめます。 

 

○ 芳野正英委員 

 委員長、関連でいいですか。 

 

○ 日置記平委員長 

 はい、関連。どうぞ。 

 

○ 芳野正英委員 

 さっきの校長会のやつなんですけど、豊田委員のおっしゃるとおり、助言どころじゃな

くて、やっぱりそのあり方として考えると、本当に校長先生が職務として必要な研修なら

ば、教育委員会がきちんとやらなあかんでしょうし、そうでなくて、それぞれの活動の中

で必要やと思ってやるというのであれば、それは自主的な部分だと思うので、その辺はや

っぱり整理をせんとあかんと思いますけどね。 
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 今までやっていたからとか、全国的に出しているから、ひょっとすると他市や他県の教

育委員会でも同じようにしている可能性もありますけど、それで、今までそうだったから

というものでもなくて、そこは整理をして線を引かないと、校長会の実態自体がしっかり

とした、任意でなくて、報告を出してもらって、研修内容とかを把握するといったら別で

すけど、ちょっと今のあり方というのは、なあなあで来ているところもあるんじゃないか

なという気がするので、そこは助言じゃなくて、本当に指摘として、やっぱり改善の余地

はかなりあるんじゃないかなというふうに思いますけど。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 済みません、助言という言葉を使ったのは間違えで撤回させてください。指摘いただい

たことを真摯に受けとめて、改めて検討したいというふうに考えております。 

 ただ、我々も実際のところ、いろいろ実はもう既に考えたことはあるんです。ただ、県

の組織があって、それで全国組織がある、その中の一員。そして、実態を考えてみますと、

校長先生の中で入っていない人は誰もいない、全国的にも多分同じような状況であろうと

いう中で、じゃ、果たして、例えば三重県なり四日市市の校長先生だけ、みんな抜けまし

ょうとか、そういったことが、これは言い過ぎなんですけれども、そのようなことにはな

りにくいだろうというふうなことがあります。 

 ですので、いわゆる研修として、本当にふさわしいのかということについては当然検討

していきながら、そういった全国的な、また県での動きも踏まえた上で、我々の対応も考

えていかなきゃならない、そんなふうに考えております。 

 

○ 芳野正英委員 

 指摘したように、やっぱり全国的な流れというのもありますから、改善というのは四日

市市だけではできない部分もあると思いますけど、やっぱりそこは声を上げていってもら

って、負担金として報告もなしに出すんじゃなくて、補助という名目であれば、研修の結

果とかもバックできますから、そういう部分での改革ののろしを四日市市から上げてもら

えばなと思います。 

 

○ 小川政人委員 

 関連して。 
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 なんで任意団体にしとるんや、正式な団体にすればええやん。ほんなら、全国議長会と

か、市長会とかあって仕事でやっとるんやで、それなら負担金払えるんやで、任意団体に

する必要は。職務でやっとるんやろう。だから、任意団体にするでおかしいんであって、

正式な職務の団体として見たら、何ら負担金払うのおかしくないんやけど。任意団体だと

いうことから突っ込まれてしまうで。 

 仕事以外のこと、何もしとらへん、ほとんどが仕事の関連なんだから、正式な校長組織

の団体としてやったら。議長会もそういう形でやられとるし、市長会もそういうふうに全

国組織があってやっとるんやで、そこ、ちょっと金を減らすという部分だけじゃなくて、

団体の見直しをちょっとやったほうがええ。ひとつ考えてほしいなと思います。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 それにつきましては、私もかねがね課題であるというふうに考えていました。 

 ついては、負担金の分担をする際に、県の校長会または教頭会に向けて、実際の運営の

費用の中で、本当に、いわゆる公費として支出しておかしくない部分。研修として、いわ

ゆる児童生徒、また保護者に関連が出てくるような部分と、そうでなくて任意団体として

の会計の部分と分けてできないのかということも実は事務レベルで話はしているんですが、

実際に県全体の動きということになると、なかなか難しいらしくて、話としてはなかなか

進捗しないというのが現状でございます。 

 

○ 中森愼二委員 

 関連でいいですか。 

 

○ 日置記平委員長 

 どうぞ。 

 

○ 中森愼二委員 

 ちょっと参考に教えてほしいんですけど、任意団体に位置づけられている校長会に、会

議に出席する校長先生の服務というのは、何なんですか。許可とって行っているのだろう

か。 
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○ 石黒学校教育課長 

 任意団体であっても、学校長としての職務を遂行する上で必要な業務を行う場合は出張

ということになります。 

 

○ 中森愼二委員 

 その校長の職務を遂行する上で必要な会議体なら、今、小川委員がおっしゃるような任

意団体じゃなくて正式な団体にすべきだと思うし、ということは、任意団体の会議にも校

務として出張して参画している校長先生が数多くみえるという現状があるわけですよね。

それが悪いというつもりじゃないんだけども、現実はそうなんですね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 校長会が行う研修とか、そういったものには、当然、皆さん参加されるし、校務の都合

で不参加という場合もありますけども、学校の都合に応じて参加しているというのが現状

でございます。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうすると、任意団体が主宰する内容にもよるけれども、校務扱いで出席をし、当然、

旅費も支出されていると、そういう現状にあるということですね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 はい、そのとおりです。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうすると、なおさら現実的な職務を遂行していただいている組織であれば、その働き

かけ、小川委員がおっしゃったような部分については、四日市市としては主張すべきはし

ていくべきじゃないですか。校長先生の立場からも、何か中途半端な形で参加しとるよう

なね。だから、懇親会しかしないというような校長会なら別ですけど、そういうことじゃ

ないとすれば、そういうことも発言をきちっとしていかなきゃいかんのじゃないですか、

教育長の立場からも。 
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○ 石黒学校教育課長 

 ご指摘いただいたことはもっともなこととして、私どもも気づきまして、動きとしては

水面下でというか、事務レベルではしております。今のお言葉いただきまして、ご指摘い

ただきましたので、そのことに基づいて、今後もしっかりと県のほうとも折衝していきた

いなというふうに考えております。 

 

○ 中森愼二委員 

 水面下もいいんだけど、教育長がやっぱりそういう発言をちゃんとした場所でされると

いうことで扱っていただくような、俎上にのせるということからスタートしていかないと、

なかなか長年の歴史の中で来ている校長会とすると、それは水面下の形だけでも難しいと

思うし、現実の実態がこうなっているんだから、それに即応するような組織体に変えるべ

きじゃないかという提案をちゃんとされれば僕はええと思うんですよ。 

 

○ 日置記平委員長 

 教育長、コメントをお願いします。 

 

○ 田代教育長 

 まさに今一つですね、教育長会議も定期的にありますので、そういった場で県教育委員

会にも、この点について意見を言わせていただいて、県教育委員会の見解も聞きながら、

改めるべき点は改めるように働きかけをしていきたいというふうに思います。 

 

○ 日置記平委員長 

 芳野委員、よろしいですか。 

 

○ 芳野正英委員 

 よろしいと思います、校長会に対する時代の要請で変わっていかなあかんのかなという

ところもあるので。 

 ちょっと１点、質問なんです。この全日本中学校長会というのは、これ、公益法人化か

何かされているんですか。もし知っていたら。調べますけど。今わからなければ、また調

べます。 
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 また調べて、教えてください。 

 

○ 日置記平委員長 

 わからんということですな。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 はい、済みません。 

 

○ 芳野正英委員 

 校長会関係は、じゃ、ちょっと一旦置いておいて、学校保健委員会なんですけど、いろ

いろ伺った中で、まず前提として、学校保健委員会としての活動としては、改めてどうい

うことをしているんですか。いろいろいただいた資料の中でも、実際何やっとるんやとい

うのが、いまだにちょっとイメージつかないんですけど。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 書いてあることは、もう読んでいただいたとして、現実的なことを申し上げますと、年

に１回ないし２回、２回は多いんですけれども、職員、学校医、それからＰＴＡ、そうい

った関係者が集まって、子どもたちの健康のために今、何が課題で、どんなことを考えて

いけばいいのか、それぞれの立場から話し合って、学校としての方向性を考えていくとい

うのが学校保健委員会です。 

 

○ 芳野正英委員 

 学校で保健だよりとか出してもらいますよね。あれは違うんですか。あれは保健の養護

教諭が書いているだけで、そういう学校保健委員会で、じゃ、こんな保健だよりを出しま

しょうとか、そういうのではないんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 学校保健委員会として報告を出す場合はありますが、通常の保健だよりは養護教諭が作

成して、内容として学校保健委員会の内容を踏まえたものを出しているということは多く

なっています。 
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○ 芳野正英委員 

 このいただいた資料の５ページにある平成９年の答申の中にある地域学校保健委員会の

設置の促進に努めることが必要であると一番下のほうに書いてあるんですけど、いわゆる、

今、指標でも出してもらっている家庭、地域と連携した学校保健委員会の開催というのは、

ここでいう地域学校保健委員会と考えていいんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 そのように私ども考えております。 

 

○ 芳野正英委員 

 その地域学校保健委員会は、先ほど説明していただいた年２回ある学校保健委員会より

は、また違うことをやっていくのか、地域の人も巻き込んで課題を検討するのかというの

は、どういう形なんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 今まで地域につきましては余り参加はなくて、平成９年のこの答申でそういう指摘もあ

って、必要性が訴えられたということです。現状では地域の方々の参加が多くなくて、今

後参加をふやしていこうとすれば、今の学校保健委員会に地域の方々が参加いただいて、

ゆくゆくは地域学校保健委員会という名前になっていくというものであるというふうに考

えています。 

 

○ 芳野正英委員 

 今、四日市市が取り組んでいる早寝早起き朝ごはんがあるじゃないですか。あれも生活

習慣の改善であるんですけど、例えば一つの事例として、あれも子どもの体づくりという

部分では、こういう地域学校保健委員会の一つのテーマにもなるのかなと思うんですけど、

そういう取り組みをすれば、年に１回だけの開催でなくて随時やっていくんじゃないかな

というふうに思うんですけど、その辺はどうですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 
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 非常に重要な視点について、ご指摘いただいているというように考えております。そう

いったことをまさにやることによって地域と学校の結びつきもでき、そして学校としての

施策がより生きるということで、そして地域に広がったりするということで、非常に有効

な手だてと考えておりますので、そんなふうに進めていきたいというふうに思っています。 

 

○ 芳野正英委員 

 今、２学期が始まって、うちの子どもなんかもそうですけど、今まさに早寝早起きの習

慣づけで夏休みから脱出させようというので、子どもたちに起床時間、寝る時間を決めさ

せて毎日やっとるかどうかってチェックするんですけど、そういうのも保護者の視点から

見ると、案内が唐突に来るんですね。でも、例えば年間計画で、ことし１年、こういう形

で学校として取り組みますみたいな、そういうのがわかるといいなと常々思っていたんで

すよ、家庭も協力せなあかんところが多いので。 

 そうすると、例えば地域、学校、保健委員会も年度の初めとか、前年度の末ぐらいにや

って、来年度はこういう形で１年間、子どもたちの体力づくりとか、保健の取り組みをや

っていきましょうみたいな方針を決めてＰＴＡにもね。例えばうちのＰＴＡにはないんで

すけど、そういう保健委員会をつくって、そのメンバーさんが年度内に二、三回でも４回

でも集まってもらって、配慮しながらそういうのを進めていくとか、何かやりようはすご

くあるのかなと思うんですけど、今見ていると、回数というか、実施する学校をふやそう

というのはわかるんですけど、その中身の議論があんまり見えてこんなと思うので指摘を

させていただいたので、助言と捉えるにしても、また、ぜひ保健委員会のあり方というの

は、一遍ちょっと考えていただいて、一度、報告をいただきたいなと思うんですけど、ど

うですか。 

 その回数、もちろん保健委員会自体の開催をふやそうというふうに今、方針は考えてみ

えると思うんですけど、まず中身のあり方というか、きちっと保健委員会をどこと連携さ

せて、どう組んでいくかという部分、中身の議論をまたちょっと報告いただきたいんです

けど。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 地域が入った保健委員会がより校数としてふえることは大事だというふうに考えて、平

成24年度までは指標としたわけです。ところが、実際のところ、18％とか15％、そういっ
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た低い率にとどまっている。原因を考えると、実際の学校保健委員会の現場を見ると、例

えばＰＴＡですと、役員の方だけが出てきて、そうじゃない方はなかなか参加いただけな

いとか、地域の方々にしても、何かの役に就いているから来るけれども、そうじゃない方

はあるのも知らないというような現状がございます。 

 そうしたことから、地域を巻き込んだ学校保健委員会を直に目指すのではなく、学校保

健委員会そのものを充実させて、その上で地域の方々にも来ていただこうという手順が今

の段階では妥当ではないかというふうに考えて指標を見直しました。 

 その指標を見直す段階で、例えばＰＴＡの方々にしても、参加をしたのかしないかだけ

ではなくて、参加して座っていただけなのか、聞いただけなのか、それか協議に参加して

話し合いで発言をしたのかどうか、そういった内容の質を高めることがまず先決ではない

かということで、今回、指標を見直させていただいたというのが実際のところでございま

す。 

 ですので、地域学校保健委員会というところまでは、まだなかなか至らないというのが

現状というのは私の率直な感想で、ただ、目指すべきはそこやというふうに考えておりま

す。 

 

○ 芳野正英委員 

 まさに本当にそうで、地域学校保健委員会も指摘したみたいに低いやないかという話を

しましたけど、地域が入るか入らないかよりは、地域の皆さんに学校保健委員会でやった

ことを地域に伝えていくというだけでもまずはいいと思いますし、スポーツ推進委員さん

とかと連携しながらやっていくやり方もあるでしょうし、地域のいろんな連携を作用すれ

ば、必ずしも地域学校保健委員会という形にこだわらなくていいかなと思うので、まずは

何をしていくかという。 

 今だと年に１回開催をして、これも見させてもらうと、年に１回がほとんどですよね、

見とると。２回、３回やったところが最近多いですけど、それでもまだ１校とか２校なの

で。そうすると、まず、やっぱり、その中身をどう充実するかからというふうに思います。

そこはしっかりとやっていただきたいなというふうに思います。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 先ほど報告をということでいただいたんですけども、ことし、この指標に基づいて調査
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を行いますので、その調査結果を報告させていただいて、今後の課題等をまとめて報告さ

せていただくということでよろしいでしょうか。 

 

○ 芳野正英委員 

 はい。 

 この配付資料の上での質問、もう少ししたいんですが。 

 

○ 日置記平委員長 

 そうですか。じゃ、休憩いたします。 

 10分程度、休憩させていただきますが、委員の皆さん方、この議案第54号の教育費の部

分については何とか午前中というふうな範囲をめどにという気持ちを持っていますが、ど

うぞひとつよろしくお願いいたします。 

 じゃ、休憩に入ります。 

 

                                １１：１３休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １１：２３再開  

 

○ 日置記平委員長 

 じゃ、始めましょうか。 

 傍聴者、お二人になられました。 

 続いて、質疑を受けます。 

 

○ 小川政人委員 

 芳野委員のスポーツ委員と関係あるのが、早寝早起きというのか、前からずっとラジオ

体操、どうしとんのやという話で何回か、二、三年前からこの教育民生常任委員会におる

ときに言っとるんだけど、そこの部分で、例えば何かスポーツ委員をふやしていくとかい

う話の中で、各地区でラジオ体操やっとるところはあるよな。老人会とか、それから自治

会でやっとるとかというのがあるとすると、そういうものに子どもたちを参加させれば、

ＰＴＡの負担も軽くなるやんか、わざわざＰＴＡだけでやらんでもいいもんで。 
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 そういう現状をまず調査をしてから、地域と連携して、どうやって子どもたちの健康づ

くりとか、そういうのを考えていくのかなと思うとるんやけど、実はうちの孫は東富田に

おるもんで、ちょうど自治会がラジオ体操やっとるもんで、夏休みをきっかけにラジオ体

操に行かせて、ずっと、夏休み終わっても行かしとるんやけど、やっぱり朝早う起きると、

昆虫とりなんかに７時ぐらいについていくと、車の中でもう寝たくっとるんやわな。現場

に着いても起きやへんもんで、やっぱり早起きってええのかなと。早起きしたら早う寝る

んや。だから、そこはやっぱり考えて、もっと地域の老人会とか、いろんな組織をどうし

とるんか、活用してやるという。 

 反対に、学校のほうから働きかけてやるとか、そういうことをここで言っとっても、聞

いてくれるだけでやろうとはしてないもんな、ここ二、三年ね。そこが残念。それで名目

だけ何とかかんとかっていって、なかなかＰＴＡが動かんとかという話をするんやけど、

現実に地域で行われとるものをもっと把握して活用していくということも大事やなと思う

もんで、ぜひそういうことを取り組んでほしいなと思う。 

 以上です。答えは要らんでな。 

 

○ 日置記平委員長 

 要望がございました。 

 

○ 森 智広副委員長 

 済みません、資料、訂正して出していただいた加配のこれなんですけど、少しまた説明

をいただきたいんですけども、四日市単独、市単での講師の配置としてよっかいち常勤と

四日市単独というのがあって、きょうの資料で中学校も四日市単独の数字が出て、51人と

いう数字が出てきたんです。幾つかあるんですけど、まず、小学校は四日市単独というこ

とで30人で中学校は51人ですけども、加配の基準を見ますと、少人数授業中心に各学校の

さまざまな課題解決のために市が独自に配置しているというところで、よっかいち常勤と

いうのは、30人学級編制で発生した、定量的にわかる話なんですけども、この部分、定性

的な要因が多いかなと思うんですけども、この30人、50人という配置は、他の自治体と比

べたら、これは多いんですか、少ない数字なんですか、その辺の数のレベル感を教えてく

ださい。 
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○ 石黒学校教育課長 

 人口が違いますので一概には言えませんが、四日市市は手厚くしていただいているとい

うふうに考えております。 

 

○ 森 智広副委員長 

 手厚くしていただいているというのは誰ですか。しているんですね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 お金を出していただいているということで、他よりは多いというふうに思います。 

 

○ 森 智広副委員長 

 あと、県と国の関係で非常勤講師の加配があるんですけども、例えば、常勤も含めてで

すけども、例えば生徒指導関係で加配されているところというのは、これは生徒指導に問

題がある学校と捉えていいんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 そういうことでございます。 

 

○ 森 智広副委員長 

 わかりました。 

 あと幾つか。県、国で少人数授業やチームティーチングによる授業を実施する学校の教

育に資するための配置とか、学力向上においても児童生徒の学力向上を特徴的に進める学

校に対して配置とあるんですけども、これはそういう取り組みをしているところを市の教

育委員会が酌み取って県に通知して加配してもらっているんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 そういう形もありますし、応募して手を挙げるという場合もございます。 

 

○ 森 智広副委員長 

 例えば学力向上で加配なんて基本的にどこの学校でもしたいと思っていると思うんです
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けど、その中でも、やはり幾つかの限られた学校になっているというのは、それは学校長

の判断なんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 これにつきましては、特に県の施策として、いわゆる非常勤講師を配置して、こういう

計画を立てるのに応募するという学校もありますし、当然、どこの学校も学力向上は課題

ですので、それに向けていろんな対応をしていくために、いわゆる単独の非常勤講師を配

置して、各学校では学力向上。遜色ないというと何のために学力向上があるのかというこ

とになるんですが、それぞれ学校の特徴を生かしながら対応しているというのが実情でご

ざいます。 

 

○ 森 智広副委員長 

 これは各年度ごとに見直していく数字ですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 学校の状況に応じて、毎年見直しております。 

 

○ 森 智広副委員長 

 これは、やっぱり校長先生の意向というのが多分に働くものですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 主に、例えば少人数授業でしたら、過密度の高い学校、いわゆる１学級の人数が多い学

級に加配していくのが原則です。それから、さらに、例えば複数対応で授業をする場合で

も、一つの学級をどうしても二つに分割してやりたい。例えば３学級あるのを分割してや

ると６人必要になります。ところが、３学級あるのを四つの学級でやりたいというのでし

たら人数は少なくて済みます。それぞれの学校のやり方によって加配をしています。 

 

○ 森 智広副委員長 

 学力向上だけ考えますと、これは公募の部分とか、モデル校指定とか、そういう形なん

ですか。 
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○ 石黒学校教育課長 

 基本的に我々が学力向上に関して加配ということを考える場合、どこの学校でも学力向

上に対する取り組みは必要ということで、一定レベルの１ないし２ぐらいは必要だろうと。

さらに、こういった特別な取り組みをしたいという申し出があった場合、それについて加

配できるかどうか検討すると、そういうことになります。 

 

○ 森 智広副委員長 

 県とか国の施策で加配されているものというのは、例えば全体のパイが決まっているん

ですか。四日市市で何人加配できるから、それを割り振ってくれという形なんですか。挙

げたら挙げただけ加配してもらえるんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 県から割り振りがあります。 

 

○ 森 智広副委員長 

 それを踏まえてなんですけども、四日市単独の非常勤講師の加配なんですけども、こち

ら、恐らく非常勤講師の県とか国の加配の人数を見てバランスをとるふうに配置している

ように思えるんですけども、そういった意味合いもありますか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 バランスをとるというとあれなんですけども、県のいろんな理由の配置を見て、そして、

学校全体の課題から不足する部分について四日市市として配置するということはあります。 

 

○ 森 智広副委員長 

 これは非常勤講師だけの加配で見ると、ちょっとゆがんだ形になるかもしれないんです

けども、中学校、ちょっと集計したところ、一番多い非常勤講師の配置というのが、県、

国、市、合わせてですけども、西笹川中学校は500人対応とかで９人という、数字ふえて

いるかもわからないんですけども、次に中部中学校は８人、橋北中学校とか朝明中学校、

桜中学校は６人ぐらいですね。一方で、保々中学校は一人とかになっているんですね。こ
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れ、バランス的に見て、どうなんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 一つの授業を行う場合、またはチームティーチング等、少人数で授業を行う場合、当然、

一つの教科に対して必要な先生があります。ところが、１週当たり、例えば25時間必要な

学校があるとすると、20時間持てる正規の先生一人と、あと５時間分必要になると。この

場合、もう一人、正規の先生を入れて25割る２にするか、25プラス非常勤の５時間の方を

入れて、そんな形で運用するかというのは、それぞれ学校の実情によりますし、免許の状

況にもよります。 

 ですので、そういったことで学校の状況に合わせながら、学校長に聞き取りをしながら

配置を決めていくということで、数だけではなくて、中学校の場合、教科がございますの

で、それを勘案して配置しているというのが現状でございます。 

 

○ 森 智広副委員長 

 それ、小学校にも言える話なんですか。例えば小学校ですと、常磐小学校が５人、高花

平小学校が１人とか、三重北小学校が１人。小学校に関しては、これもそういった形です

か。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 ここの、いわゆる合計人数にかかわらず、１学級当たりの人数というのは、それぞれ違

います。当然、大きな学校は１学級当たりも大きいんですけれども、場合によっては、学

校の規模としては人数は大きくないけれども、学級規模としては40人になっていると。例

えば１学級の学校で38人とか37人とか、そういった学年ばかりという学校もありますので、

そういったところは過密度が高いということで、非常勤講師を配置することが多くなりま

す。 

 

○ 森 智広副委員長 

 ちょっと先ほどの質問に戻るんですけど、四日市単独の非常勤の加配というのは、なか

なか、ちょっと理由が見えてこないところがあるんですけど、調整という意味合いもやっ

ぱりあるんですよね。ですから、学力向上に加配されている学校が数校あるけども、そこ
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に遜色ないような形で、ほかの学校も加配があったりとかいう形もあるんですよね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 言い方としては、常勤講師も含めて、また県の加配も含めて、総合的に学校が必要な加

配を市として配置するということになります。 

 実際の場面では、例えば、じゃ、何をしているのかといいますと、主にそれぞれの授業

に入っていって、課題のある子がいたら、その子に対応するとか、それから、学期によっ

て分けて授業をする必要がある学級でしたら分けて授業をするとか、例えばグループ分け

して授業するとか、そういったそれぞれ学校で違いますけれども、対応するために非常勤

講師が入っているというのが現状でございます。 

 

○ 森 智広副委員長 

 最後、システムの問題ですけれども、これは毎年加配が変わっていくということは、毎

年、各学校から聞き取りなり要望というのが上がってくるんですか。いろんな要素で、例

えば学力向上ならこれで、授業ならこうしたいからこうこうこうと、そういうことですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 毎年３学期に、我々、人事配置をするときに、当然、正規教員の人事異動とともに講師

の配置もしますし、それに合わせて非常勤講師の配置もします。その際に学校長から聞き

取りをして資料を上げた上で、それを検討して、それを見て配置するという形になってい

ます。 

 

○ 森 智広副委員長 

 基本的に、でも、大幅な方針転換がない限り、そんな劇的に変わるような数字はないん

ですか。結構、毎年毎年、増減があるようなものなんですかね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 感覚的に申しますと、結構変わります。といいますのは、例えば先ほどの学級の過密度

でいいますと、41人で二つの学級に分かれている場合と39人で大きな学級になってしまっ

た場合とは随分違いますので、人数の変動によって、その状況を見ながら配置するという
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のが実情ですので、大きく変わらないとも言えますし、結構変わるとも言えるというか、

曖昧な言い方で申しわけないんですけども、その辺は学校の実情に合わせています。 

 

○ 森 智広副委員長 

 あと多少なりとも学校のやる気というのも反映されるものなんですか。例えば人数の問

題にしても数で決まってくる問題ですけども、プラスアルファのことがしたいから人が欲

しいんだという主張も中にはあるわけですよね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 教育委員会として課題にしております、例えば学びの一体化であるとか、そういった今

のリアルタイムで必要な、不登校も当然そうなんですけども、そういったことに対応して

いくために必要だというような要望には、できるだけ応えたいなということで加配をして

おります。 

 

○ 芳野正英委員 

 きょういただいた資料の最後の高架水槽の件ですけども、ありがとうございました。 

 今後の対応等に生かしていただきたいなと思うんですけど、１点、その経緯がわからな

くて、この経過の中で予算についてなんですけど、平成24年２月定例月議会で補正を出し

ているんですけど、ここをなぜ、その24年度当初予算にせんだんかなというか、そこはち

ょっと聞かせていただきたい。何か国のあれなんですか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 平成24年２月に補正予算を行ったところですけども、この差異が、これ、財政経営課の

資料なんですけども、市税とか地方消費税交付金などが増収があったということで、平成

23年度予算において若干の余裕があるということから、経済対策も含めて、平成23年度の

予算の中で補正をかけて、それをまるまる平成24年度に繰り越したというような状況でご

ざいます。 

 

○ 芳野正英委員 

 経済対策とおっしゃっていましたけど、国の緊急経済対策の予算は使ってないんですか。 
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○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 この部分につきましては市費でございます。 

 

○ 芳野正英委員 

 その点でイレギュラーなところもあったのかなと思いますけど、今後、こういうことが

ないようにお願いしたいなと思います。 

 次に、きのう説明を受けた資料の追加資料ですね。教育民生常任委員会資料の27ページ

の学校開放ですね、教室の開放の一覧をいただきました。社会教育課のほうですね。 

 それで、学校開放の現状を見とると、やっぱり地域団体の会議に使われることが多いの

かなという現状を持っていて、もう少し、より文化活動の利用の要望というのが結構高い

ものですから、その辺をやっていただければなと思うんですけど、これ、特に大谷台小学

校が突出しているのは、やっぱり地域のセンターがないというところで、地域の会議は大

体、大谷台小学校でやっているんだろうなというふうに思うんですけど、八郷小学校なん

かは、これは文化活動が多いんですかね。 

 その辺、この数字の中で文化活動と地域の会議に分けていただいていますけど、どれぐ

らいの比率かというのがわかりますか。 

 

○ 伊藤社会教育課長 

 まず、学校開放ですけれども、全体の中で文化活動と地域団体の会議と、この5200件の

うちでどちらがといいますと、文化活動が約1500件で、地域団体の会議が2300件ほど、残

り、その他いろいろございますので、会議のほうがかなり多いということでございます。 

 それから、大谷台小学校につきましては、特に学校の一角にコミュニティ室みたいなも

のを設けて、地区市民センターの補完といいますか、特別に設けているところで、ここは

いろんな文化活動のほうが地域の会議の倍ぐらいあるような状況ということで把握をして

ございます。 

 それから、次に、八郷小学校につきましては、社会福祉協議会さんの会議とか、こちら

は文化活動は、うちのほうは報告は受けておりません。あと、学童保育所さんが使ってい

ただいているという状況でございます。 

 以上です。 
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○ 芳野正英委員 

 文化活動なんかでも、学校の校長先生によっちゃ、無言の圧力といいますか、あんまり

いい顔しない方もいたりして、学童保育所とかでもそうなんですけど、校長先生が変わる

と結構方針が変わって使わせてもらえなくなるとかということもあるんですけど、ここで

見ると、各学校施設運営委員会に委託して、そこが決定しているということなので、一度、

ここにある施設開放に関する規則ですね、また資料でいただけたらと思いますので。 

 なるべくそういうことがないように、社会教育法にもあるように、なるべく地域で教育

上支障がない限りは学校を使えというふうになっているはずなので、そういうことを言う

校長先生はおかしいですよねって前に僕も言ったことがあるんですけど、また教育委員会

としても、いろんな機会に校長先生なんかにそういう形で伝えていただければなと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○ 中森愼二委員 

 資料を出していただいた中で不登校の話なんですが、概要報告でこれはダイジェスト的

な集約資料ということだと思うんですけども、過去委員会で扱ってきたように学校別の部

分、また、それの推移、また100日以上近く休んでいる生徒の実態の部分だとか、あるい

はリスク例への対応だとか、そういったことも含めての報告をぜひしていただきたいなと

思うので、これは部分的な、総体的な総数から見た傾向的なところで捉えていただいては

あるんだけれども、不登校の問題は、過去、教育民生常任委員会でも扱ってきた中で、い

ろんな課題があるということを認識をして共通認識に立ったと思うんだけども、決算に当

たって年度報告としての定量的な報告スタイルをきっちりと定めて、それに基づく定時の

ものを毎年報告をいただくというような形に、ぜひ統一をしていただけないかなと。 

 そのことで傾向なり、学校の特定のことはＡ、Ｂでもいいんですが、別としてね、それ

はマスクしてもらう分はそれでいいんですが、そういうものが経年的にわかる統一的な報

告資料というもののスタイルに、ぜひこの際改めていただいて、過去、報告をいただいた

資料がそのまま使えるものはそれで私はいいと思うんだけども、ぜひそれはちょっと確認

をしたいんですが、どうでしょうか。 
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○ 吉田指導課長 

 昨年度、この教育民生常任委員会の中で、いろいろご議論いただきまして、ご指摘もい

ただいて改善しつつあるところでございます。今、中森委員のおっしゃられたとおりに、

こちらとしても、この議会だけではなく、教育委員会会議の中でもきちっと定期的に報告

をしていきたいというふうに確認をしているところでございますので、また時期が来まし

たら、きちっと報告をさせていただきたいと思っております。 

 なお、ちょっと言いわけにはなるんですが、本年度は文部科学省が３月の末ぐらいから

４月の初めにかけて、いつも調査をかけてくるんですが、いろいろな懸案があったのか、

３カ月以上おくれて、ようやくこの調査が来まして、その中で今お出しできる状況として

は、こういうような資料しかちょっと出せなかったので、それだけはちょっとご理解いた

だきたいなと思います。 

 

○ 中森愼二委員 

 その文部科学省の調査は調査として、四日市市としての視点もあるわけだし、今まで委

員会に報告していただいた資料についてのフォローというか、平成24年度決算ベースとし

ての実態というのをつかむことは私は可能だと思うので。国の報告としても、調査はそう

だったとしても、それはぜひ早いところ教育民生常任委員会に報告いただければ、私ども

対応していきたいと思います。その意識でぜひ取り扱いをお願いします。 

 もう一つ、校務用のネットワークの資料もちょっといただいたんですが、今、教育現場

のほうで先生方、いろいろ業務に取り組んでいただいている校務という部分と、子供たち

と向き合うという時間の整理をどうバランスしていくかというのが一つの課題だと私ども

思っているんだけども、現状の中で、右側のネットワークで改めて確認をしたいんですが、

例えば一番左側のところが三重西小学校と仮にして、私が教員として学校にある一人一台

パソコンから子どもたちの成績データをさわっているという中において、これをずっと上

に上がって共有サーバーからインターネットというところがありますよね。ここがもし私、

個人の家のパソコンでネット上につながっているとすると、現実問題として、学校のパソ

コンから添付ファイルで自宅のパソコンにデータ送信は今現状はできるんですか。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 物理的には可能でございます。 
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○ 中森愼二委員 

 そうすると、ここで、きょうも言われている校務の現状の中で、個人情報の教職員パソ

コンでの保存、持ち出しは禁止しているといっているものの現実はなされているわけです

よね。データとして持っていくのか、あるいはネットを使って、このパソコンに届いてい

るという現状があるとすると、じゃ、自宅に泥棒が入って、そのパソコンを盗まれたらデ

ータ流出になるということの危険性だって実際あるわけで、そういうところは校務システ

ムを導入しているところでは、もうできないようにしている。逆に、学校では唯一、教頭

あるいは校長が使えるパソコンにおいて外部とのネット環境が使えるというものに制限を

したり、あるいは学校の中での情報管理というのがセキュリティ的に確立されているんで

すね。 

 教員の方々がご自宅に持ち帰る中で、かばんに入れたデータが車から盗まれたというこ

とが過去にもありましたし、これはこれからもないと言えないわけですね。物理的にでき

ないようにするということ以外、やはりそれはなかなか防ぎにくいところが私はあると思

うんですよ。それで、今、こういった工夫、課題がある中において、早い時期に校務支援

システムというものを導入して、情報管理、セキュリティの問題、そういうものを体系的

に整理をする時期にもう来ているんじゃないかなと。 

 加えて言うと、子どもたちと教員の方々が学校現場で直接向かい合う時間ができるだけ

とれるように、ほかのデータ処理だとか、校務にかかわる時間をできるだけ省力化できる

ような、そんなトータルシステムをやはり教育委員会としても確立をしていくと、こうい

うことの必要性が私はあると思うんだけども、教育長、そこら辺はどうですかね。 

 

○ 田代教育長 

 まさに、これ、きのうも委員がご指摘いただいた北九州市においても、まだ、行ったわ

けではもちろんございませんけども、少し情報データを教育支援課とも、あるいは教育監

ともつぶさに議論したんですけど、やっぱり検討委員会的な組織を早急に立ち上げて、今

言われたセキュリティの問題とか、あるいは単に校務支援と捉えても、石黒課長が言いま

したように、どこまでそれをやっていくかということも各学校、きちっと聞き取りもして、

そしてシステムをつくっていくと。多分、システムをつくっていくとなると、画一的なシ

ステムで終わらないと、カスタマイズしながらやっていくということになります。 
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 ちなみに、北九州市も何年かやっぱり時間をかけて全校ですか、200校とお聞きしてい

ますけども、多くの学校にそのシステムを入れていっているということで聞いていますの

で、その辺も踏まえて、やっぱりご指摘のように検討委員会にかけていって、きちっとこ

れを先を見据えた上で、セキュリティも含めまして、課題も整理した上で、その次に校務

支援ソフトというふうなことで、当然、庁内でもＩＴ推進のスペシャリストもおりますの

で、そういった人たちにも協力を得ながらやっていくということが必要であるというふう

に思っています。 

 

○ 中森愼二委員 

 検討委員会を立ち上げていくのは予算が必要であるんだけど、新年度、そういう要求も

していっていただいて教育現場としての課題の整理と、それから、校務支援システムの導

入によるメリットというものも当然あるわけだし、そのセキュリティの問題も含めて、そ

このところを検討委員会で十分整理をしていただいて、そういった部分の導入に向けてぜ

ひ検討いただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 私のほうからは以上です。 

 

○ 芳野正英委員 

 先ほどの答弁の中で、学校から先生の自宅のパソコンにメールが送れるという話をいた

だきましたけど、そうすると、各学校にあるＶＰＮはインターネットとつながっている。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 はい、つながっております。 

 

○ 芳野正英委員 

 そうすると、この図で見ると、市の共有サーバーと各校が閉じられたネットワークにな

っているというふうに書いてありますけど、実際は各校がそれぞれインターネット回線を、

このシステムの中でやっているとすると、流出の可能性もあるのかなというふうに思うの

で、通常であれば、例えばインターネットが使えるパソコンは数台に限定しておくとか。

各先生のパソコンがファイヤーウォールになっているとはいえ、そういういろんな部分が

あるので難しいんですかね。先生もインターネットを使いたいときもあると思いますけど、
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その辺はちょっとやっぱり分けたほうがいいかなというふうに思うんですけど、それは先

ほどの、多分、最終的な答弁は、さっきの中森委員に対する答弁で大体いいと思うので、

もう一回、その辺も含めて検討していただければなという要望です。 

 

○ 中森愼二委員 

 だから、この図は、もう一つ、インターネットにつながっている部分があるということ

でないと正確じゃないですよね。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 済みません、専門的な部分、若干知識が不足しているところもありますが、このネット

ワークのぶら下がりの中で教員サーバーを通じて外のネットワークにつながっていくとい

うふうに解釈をしておりますので、今、中森委員からご指摘いただいた分も含めて、今後

の検討に生かしていきたいと思います。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうすると、これ、差しかえていただきたいのと、もう一つは、校務支援システムを導

入するまでの間のセキュリティの問題として、現状のネットワーク体制として改めるべき

で、今芳野委員がおっしゃったようなことも含めて、今できることと将来の課題のものと

ちょっと整理して、すぐに対応いただけるものはしていただく必要があると思うんですけ

ど、いかがですかね。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 今のご指示を受けて、検討を進めて対応させていただきます。 

 

○ 山本里香委員 

 深くはいかないと思いますけど、端的に答えてください。 

 資料をいただきまして、ありがとうございました。教員定数、教員の配置の関係です。

今までたくさんの委員さんがご指摘をされましたけれども、これは平成25年度当初のもの

なので、決算でやる平成24年度のものとは違うんですけれども、24年度を踏まえてこれに

なっているということで確認をさせていただきました。 
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 思ったより頭数というか、定数内の常勤割り当てというのが私が思っていたより少なか

ったんですね、この表によるとね。だけれども、ここに出ていない育休、産休、病休関係

で常勤の県費という方が大分ありましたね。そういうようなところで学校運営が、常勤の

方が悪いと言っているわけじゃないんですけれども、常勤というのは校務として定着をで

きない形なので、大変力強い常勤の方、たくさんいていただくとは思うんですが、大変だ

なと思いながら、問題は、いろんな意味合いで、いろんな授業でつけていただいて、県と

市で自腹を切っている非常勤の講師さん。いろんなタイプでつけてもらっていますけど、

その学校の運営がうまくいくように、それぞれの内容に応じてということだと思います。 

 苦心されているんですが、非常勤の講師さんは、時間数を持ってみえるのが、短時間の

ものからある程度まとまった時間の方まであると思うんですが、頭数がふえるということ

自体が学校運営では大変困難というか、大変な現状が、一緒に仕事をするために、統率を

とっていくために大変なことになっていくと思うんですが、結局大事なことが、今のこう

いう配置の仕方、平成24年度、いろいろ現場から上がってきている問題点とか、そういう

ことをこれからにつなげていかなあかんと思うんですけれども、そこら辺のところで、非

常勤の配置なんかで、どんな声が上がって、どういうふうに対処していかねばと思ってみ

えますか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 現場の声をということなんですが、まず、９月に勤務評定がございます。そのときに勤

務評定を受け取りながら聞き取りをします。そして、12月に希望調書の依頼をするわけで

すけれども、１月に希望調書を集めるときに、その内容について受け取りながら、学校の

状況を聞いて、次年度の人事配置を行います。その際に、やっぱり主に数をたくさん欲し

いということが現場からの要望であるわけですけれども、実際に数として決まっておりま

すので、学校側の要望にはできるだけ応えながらやっているというのが現状です。 

 ただ、ご指摘いただいたように、非常勤講師の方がたくさんになるということは、なか

なか統制がとりにくくなる。非常勤講師の方は授業をするために来ているので、それ以外

の打ち合わせの時間がなかなか実際には少ないということが現状ありますので、そういっ

たことからすると、ただふえればいいというのではなくて、やはりバランスが大事かなと

いうふうには思っております。 
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○ 山本里香委員 

 そういった中で、講師さんをお願いするのが大変な作業というか、大変な仕事になって

きて、なかなか難しいというふうに伺っているんですが、時間をばらけなければ受けても

らえない場合も出てきているように思っています。そういう中で、現実的には四日市市は

独自のものも使いながらふやしていってもらっているんですが、これは国や県に対して、

きっちりと定数を考え直していくと、ふやしていくということを現場及び市の教育委員会

の立場としてきっちりと、今、学校教育は大事ですので申し入れていっていただくことが

大事かと思いますので、そのことが切なるね、学校を再生していく願いだと思っています。

それが一つです。 

 それから、二つ目です。戻って追加資料の100ページです。教育費の中のバランスのと

ころで、この説明のときに、デリバリー給食に移行したのでここ数年ソフト事業費がふえ

ていて、そして、調理員を減らしたので人件費のところで減らしているというか、減少傾

向だと。実績報告書の198ページに給食業務の委託のことで、この委託は、もうちょっと

小さくしてきたというか、安定してきたというか、５年たってきていると思うんですが、

これが、どのように業務委託をしたことを総括してみえるか、そして、今後、どのように

調理業務の委託を進めていくお考えなのかということを、今の時点でのお考えをお聞かせ

いただきたいと思います。 

 

○ 城田教育総務課長 

 今のご質問は、調理員の削減に伴う人件費の減ということでのご発言ということで、今

後の小学校の給食の調理委託の考え方ということでございますが、今までも給食室の衛生

管理は、衛生の設備がきちんと整っておることと、あと、常駐の栄養士が配置されている

ということ。こういうふうな条件のもとで、当然、職員団体等のほうのお考えとか、その

辺との調整も必要でございましたんですが、そういうふうなお話の中でやらせていただい

ておると、こういう状況でございます。 

 ただ、今後の方策といたしましても、この方向でとめるというか、やめるとかいうふう

なことはまだ考えてはございませんが、その条件に合致しておる学校が出てくれば、また、

こういった方針で進めていくのかなというふうに考えておるところでございます。 

 

○ 山本里香委員 
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 現在、条件に合致している学校が幾つありますか。 

 

○ 城田教育総務課長 

 今、現段階でございますか。数校だと思いますので、申しわけございません、ちょっと

数的には調べさせていただきます。申しわけございません。 

 

○ 山本里香委員 

 また後で教えてください。 

 そして、20ページの自己実現事業のことで説明をいただいた中で、地域に広く学力保障

という意味で広げていく方針も持っているようなお答えをいただいたんですけれども、も

ともとのこの自己実現事業の成り立ちということから離れて、大きく広く捉えていくこと

が重要な時代になっていると思います。経済的な格差であるとか、そういうのが子どもた

ちの学力に及ぼす影響を少なくするように、基礎学力をつけるということが目的になって

いますよね。目的ですよ。地域はありますけど、地域の中の基礎学力の定着という意味で。 

 そういう点からいったときに、今、教育委員会だけではなくて、福祉の部分ですけれど

も、生活保護の担当のところの中でも子どもたちの学力の保障ということが大切になって

きて、それを広く全市的に、豊田委員が言われたように地域で広げていくような取り組み

にしていかれる思いもありそうなことなんですけれども、保護課とのタイアップというか、

そこら辺のところのお考えはいかがでしょうか。 

 

○ 山下人権・同和教育課長 

 本年度、一度、現に県のほうから生活保護世帯に対する施策ということで健康福祉部の

ほうにも出てきている事業もありまして、それとのタイアップについては一度考えさせて

いただいている現状はあるんですが、ただ、まだ時期尚早といいますか、なかなか教育の

部分と福祉の部分と、例えば学校教育や学校教育のされている地域の中で、福祉の例えば

生活保護世帯とか、どこどこという限定の中に、その方たちだけ呼んでしますよというの

を学校教育の範疇の中で、なかなか明らかにしていくというのが難しい現状がありまして、

そこはまだ整備をしていく必要があると考えております。 

 その中で、そもそも人権・同和教育課の中でいきますと、まだまだ四日市市における同

和教育の問題の範疇の中から、人権プラザを基点に事業を展開しているところがあります。
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ただ、そこで出てくる部分の中で起こってきた低学力の子どもたち、あるいは、その子た

ちが置かれている生活環境の状況というのは、必ずしも被差別地域だけに起こっているこ

とではないという認識のもとでタイアップ、協力をしていく必要があると考えていますの

で、全くないというわけではないですが、現時点でまだ即効性があるというか、すぐ結び

つくということは難しいと考えています。 

 

○ 山本里香委員 

 中川委員のほうからもコミュニティスクールとの関連とか地域との、今言われたように、

この人権・同和の部分から発展的に、つまり、全体的には学力保障という意味合いで考察

をしていかなければいけない時期だと、もう既にそんなときなんだということで、ぜひと

もそこら辺のところを深めていっていただきたいと思います。 

 あと２点あるんですけど、すぐ終わるのでいいですか。 

 

○ 日置記平委員長 

 はい、どうぞ。 

 

○ 山本里香委員 

 資料の24ページのパソコンの問題ですが、今、本当にきちんとしたネットワークをつく

ることの中で、校務が十分に推進されるようにというご意見がたくさん出ていたんですが、

今回、加藤議員のほうからも学校の保健室の利用状況の一般質問が出ましたけれども、教

育委員会としては、その利用状況についてのデータを持ち合わせていないということを伺

っています。 

 たしか保健室でも日報をつけているはずで、それは学校内での集約はもちろんされてい

るし、県なんかでは、ちゃんとコンピューターでその日のを入れれば、ばっと飛んでいっ

て一覧表が県のほうに上がってくるようなことになっていると思っていたのです、市もね。

だけど、そういうことができないというのは、このネットワークがそういうことに対応し

てないということだというのが初めて、この表を見せていただいて、もう一人一台パソコ

ンが入ったら、そんなことは十分できているものだと思っていましたので、そういう面か

らも、いろんな仕事の内容がありますけれども、教務業務だけではなくて、そういうとこ

ろも含めて、一元化で先生方が簡単に教育委員会にその報告ができて、こちらが瞬時で把
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握ができるような、そんなようなシステムの構築をお願いしたいと思いますが、保健室の

データの管理について、いかがなんでしょう。保健室の利用状況のデータを確認する必要

はありませんか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 必要性を感じておりますので、例えば先ほども、もう既に答弁がありましたけども、校

務支援ソフトとか、そういったコンピューターの使い方の中で、それもあわせて検討をし

ていきたいというふうに考えております。 

 

○ 山本里香委員 

 最後です。 

 不登校の問題について、もっと詳しいデータとか、数の推移だけではなくて、もっと内

容のわかるようにというお話が先ほどありました。これは例えば年次推移で１学年、学齢

が上がったときにどう動いたかと、この数の出ているデータを出してもらったんですが、

大切なのは、その対象となった子どもが、その後、働きかけによって、どう回復をしてい

ったかとか、どのようにまた学校へ戻れて、問題点を抱えながらだと思うんだけれども、

それが学校生活できていっているかの、その個別のＡさん、Ｂさん、固有名詞は要らない

んですけど、その実態がやっぱり必要なんだと思うんですね。そういうふうなことを、こ

の欠席３日目シートって、これ、大変素晴らしいことで、こういうようなことも含め、初

期対応というのがとても大切だというのを考えています。 

 30代、40代の方で、今、生活環境が大変で経済的に困窮したり、生活が自立してできな

いという方のお話をずっと伺うと、小学校、中学校のときの、この３日目じゃないけれど

も、そのときの対応が、その当時、とてもできていなかった。皆さん、手をこまねいてい

た、待っていた、あすなろ学園とかに連携はとりながらも、なかなかそれが実効性のある

ものになっていかなかったということが、30代、40代の方のその状況をつくっていると思

います。 

 ですから、大事なのは、数が言われていますけれども、その個々がどのような状況で回

復していく、そのつてがあったのかということがわかるような指導をしていかないと、大

変長いことだと思うんですけれども、していかなくちゃいけないし、そのような対応の資

料がこれからできてくるようにと願いますが、そのところ、いかがでしょうか。 



 - 50 -

 

○ 吉田指導課長 

 今、山本委員からご指摘あったとおり、個々の状況につきましては、各学校で、いわゆ

る生徒指導を含めた不登校、あるいは特別支援教育を含めたような会議を持ちながら、個

別に、この子はどういう現状であるかなどを把握して、また、そういうような不登校のこ

とについては継続して市のほうにも報告をいただいております。そのことの中で、先ほど

もご説明させていただいたように、専門的なセラピストの派遣をするなどして対応を強化、

今させていただいているところでございますので、個別の状況についても把握をしつつ、

対応をもちろん今後もさせていただいて、よりそういうような学校へ早く復帰できるよう

な環境を整えていきたいと思っております。 

 

○ 山本里香委員 

 そういうことがやっぱり知らせていただけるような状況を、またつくっていただきたい

と思います。 

 中学校給食については、今回は触れません。新しく懇談会も始めていただいたというこ

とですので。 

 

○ 日置記平委員長 

 ありがとうございます。 

 これで休憩に入りたいと思います。10分おくれて申しわけありません。 

 今後は、済みませんが、１時再開といたしたいと思います。 

 午後の質問のほうは１番、少々多いという豊田委員にお願いしますが、あと……。 

じゃ、その次は中川委員で質疑は以上といたしたいと思います。 

 

○ 小川政人委員 

 質問の流れによっては質問を……。 

 

○ 日置記平委員長 

 一応この場では、こういう順番でと。 

 はい、ありがとうございました。 
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                                １２：１０休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １３：０１再開  

 

○ 日置記平委員長 

 それでは、再開をいたします。 

 冒頭に城田課長から発言を求められていますので許可します。どうぞ。 

 

○ 城田教育総務課長 

 貴重なお時間をいただきまして、申しわけございません。 

 午前中、山本委員のほうからご質問がございました給食委託可能の条件を備えた校数は

幾つかというふうなことでございましたが、平成25年度末の見込みで２校でございます。 

 大変失礼いたしました。よろしくお願いいたします。 

 

○ 日置記平委員長 

 よろしいか、山本委員。 

 

○ 山本里香委員 

 はい。 

 

○ 日置記平委員長 

 では、豊田委員から。 

 

○ 豊田政典委員 

 それじゃ、あと二、三項目ですので、よろしくお願いします。 

 まず、学校施設整備についてなんですけど、主要施策実績報告書の中の数字で、199ペ

ージが小学校で、中学校は後ろにありますけど、この整備進捗率というのは何に対する

12％なのかというのをまず教えてほしいです。 
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○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 199ページ、小学校費の学校施設環境の向上の指標でございます。この分母、今後改築、

もしくは大規模改修を行っていく校数が17校ございます。そのうち、現在２校が完了した

ということで、17分の２ということで12％というふうにさせていただいております。 

 

○ 豊田政典委員 

 学校施設整備計画案の、その達成率ということですか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 そのようなことでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 それで、施設整備については、この委員会でも調査をしていますが、201ページの施設

に対する生徒アンケートの満足度というので、平成24年度は50％の半分が。ということは

ですよ、改善されたけども、不満を持っているということね。これは重く受けとめていく

べきだと思うんです。 

 そんなことでお聞きするのは、決算常任委員会資料の教育委員会16ページの小中学校改

築事業というやつの一番最後のところに、整備計画案を見直し、検討、今後するんだと書

いてありますが、私は個人的に前々からスピードアップしろと言っていますけれども、こ

の見直しについて、具体的な内容があれば、こんなことを想定しているんだというのを教

えてください。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 この事業シートの説明の折にも少し触れさせていただいたんですけども、現在、富田中

学校の改築を行っております。これにつきましても、その業務といたしましては、施設整

備計画案では平成25年度よりということになっておりましたけども、昨年の８月定例月議

会におきまして、特に富田中学校につきましては、津波による被害ということで指定避難

場所となっております。こういった屋上避難の機能を、この改築をもって機能させるとい

うことから、昨年８月定例月議会には、この委員会にもお願いいたしまして前倒しという

形で補正をさせていただきました。 
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 そのように、これは一例でございますが、学校を取り巻きます環境、例えば防災の面、

もう一つは、例えば児童数の動向とか、新たな教育のニーズ。例えば、武道場、武道教育

の開始等々の状況を見きわめながら、今、施設整備計画案をお示ししておりますけども、

そういった要素を常にアンテナ高く情報収集しながら見直していくということでございま

す。 

 

○ 豊田政典委員 

 先ほど見ていたアンケートも重要な要素ですから。学校関係ね、今現実に格差があると

私は思っています。それを少しでも早く整備していただく必要があるということ、じっく

り今年度考えていただきたいなというふうに言っておいて、次ですけども、次は、教育委

員会の点検評価報告書について。 

 細かくは言いませんが、今、国の点検評価なんですけども、一つは、外部有識者４人の

方が種々指摘されているように、学校教育ビジョンの指標のあり方について見直すべきだ

という意見がたくさん出ていますよね。そのことは私も共感のところがあるので、これは

今年度やっているのかな、そのあたり、見直すべきところは見直すべきだということにつ

いてということね。 

 それから、外部の意見も入れながら、主体としては教育委員会みずからが点検評価する

わけですね。報告書をつくって市民にも公表していくということから、昨日の議論じゃな

いですけど、教育委員会議の会議録を見ていても、これについては事務局から報告があっ

て、質問があって、特に意見もなく承認していったという跡が見えるんですけれども、そ

うじゃなくて、何よりも教育委員５人が責任を持って、みずから点検して評価して報告す

べきだと思うんですよ。だから、このことについて昨日表明があったけれども、やっぱり

姿勢というか、取り組みの形を変えていってほしいなと思うんですよ。そのこと、今、二

つ言いましたから考え方を答えてほしいんですけど。 

 

○ 日置記平委員長 

 今、傍聴者の方が２名、入られました。 

 

○ 城田教育総務課長 

 ２点ご質問ございました。 
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 目標とか、指標の見直しはどうなっているんだということで理解させていただきます。

実際、こちらのほうに七つの重点目標に対します成果指標ということで、それの実績値、

目標値を、例えば１ページでございますが、お示ししてございますが、その成果指標が適

切であるかどうか、この評価委員さんのご意見等も参考にさせていただきながら、今回は

こういった指標を出させていただいておりますが、幾つか見直しさせていただいて、次回

からはちょっと変わった視点での指標の判断になってくるかと思われます。 

 それから、委員さんの評価にかかわる姿勢というか、かかわり度合いについてのご指摘

というふうに思われますが、なかなかご意見を直接いただいて、それを反映するという手

法も当然のことなんですけども、実際、どういうふうなやり方が一番よいのかというのも

模索しながら、より委員さんにもかかわっていただくような、いい方法を考えていきたい

というふうに思っているところでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 学校教育ビジョンですから、この四日市市の教育行政の根幹部分ですから、人ごとのよ

うに教育委員もただ承認するだけでは全くなってないので、今年度中に改善すべきだと思

いますし、あともう一個だけ、評価委員さん４人か、３回会議をやっていますが、出席率

は100％ですか。 

 

○ 城田教育総務課長 

 ご都合で出ていただけない委員さんも事実ございます。その場合は、先にこういった資

料をご一読いただきまして、ご意見を頂戴して、文書でそのご指摘事項等をご紹介させて

いただくようなやり方をさせていただいてございます。100％ということではございませ

んが、そういった方法での対応をさせていただいておるというのが現状でございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 じゃ、杉浦委員は３回中、何回出ましたか。 

 

○ 城田教育総務課長 

 済みません、ちょっと確認させていただいて、ご報告させていただきたいと思います。 
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○ 豊田政典委員 

 最後、最初の追加資料で学校単位の施設利用と有償、無償という資料をいただきました。

ありがとうございました。 

 いただいたのは、最初の追加資料の33ページからで、四日市ドームの場合、減免は市内

の学校と園児が50％、その他の運動施設についても同じ。それから、博物館は全部無料で、

教育民生常任委員会所管じゃありませんけど、参考に文化会館は減免はないというふうに

なっています。 

 少しお聞きしたいので、委員の皆さんにちょっと考えてほしいんですけども、例えば33

ページ、四日市ドーム、羽津北小学校の運動会で使っていますよね。これはなぜ羽津北小

学校、毎年と聞いていますけど、四日市ドームで運動会をするのか。それから、羽津北小

学校に限らず、次の34ページもそうですが、その使用料というのは財源はどこから出てい

るのかというのをちょっと教えてほしいなと思うので。 

 

○ 小垣内スポーツ課長 

 各小学校で使う使用料の財源は、スポーツ課では把握しておりません。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 羽津北小学校について申し上げます。羽津北小学校は、数年前に四日市ドームでする機

会があって、そのときに、やはり雨天でもできるというのが非常にいいということで、保

護者の方と相談した上でドームを使うようになった。校区内で近いということもあってと

いうことで聞いています。 

 費用につきましては、ＰＴＡから出ているというふうに聞いています。 

 

○ 豊田政典委員 

 34ページ、笹川中学校以下はわかりますか、理由とどこから出ているかというのは。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 ちょっと全てについてわかりませんので、調べてご報告申し上げたいと思います。 

 

○ 豊田政典委員 
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 今、理由を特に問題にしたいわけじゃなくて、その利用費をＰＴＡというのが、ちょっ

と引っかかるところがあって、理屈の話しとは違うんですけど、委員の皆さんにと言った

のは、理由にもよりますけど、学校が必要があって利用する場合に、同じ教育委員会の施

設だったり、あるいは四日市市の施設である場合には、やっぱり無料にしてあげるべきじ

ゃないかなって僕は前から思っておりまして、そのことについて皆さんの意見を聞かせて

いただきたいし、一緒に考えてほしいなと思って、この問題を、資料をいただきました。 

 どうなんでしょう。指定管理という問題もあると思いますけれども、少なくとも公立の

小中学生、幼稚園、保育園の子供たちが使う場合には無料で使いやすく。何でもかんでも

というのはどうかと思いますけれど、ある程度の基準も必要かもしれないけど、金を問題

に、理由にして、使いにくいんじゃなくて、よりよい体育活動、文化活動に資するとすれ

ば、また必要性があれば使いやすい環境を整えていくというのも必要なんじゃないかなと

思って問題提起というか、発言をしておりますので、ほかの方の意見も聞かせていただけ

ればありがたいなと思いますけど。 

 

○ 日置記平委員長 

 豊田委員は今、四日市ドームに特化していいですか。公的施設全てですか。 

 

○ 豊田政典委員 

 とりあえずスポーツ施設、それから、教育委員会がいるので文化会館ぐらいですかね。 

 

○ 日置記平委員長 

 小垣内課長から手が挙がりました。どうぞ。 

 

○ 小垣内スポーツ課長 

 先ほど豊田委員からもご発言ありましたが、四日市ドーム、それから運動施設、指定管

理者制度で利用料金制をとっております。当然、利用料金制の提案価格の中には、その前

に、おおむねこのぐらいの回数の減免の実績があるというのに基づいて提案をしていただ

いています。 

 これを無料にするということは、当然、指定管理料にも影響しますし、どちらかという

と入り口で、どちらにしてもお金は要るわけですから、入り口で負担するか、出口で負担
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するかということの議論になると思いますが、現在のところ利用料金制をとって、この分

がなくなるということは指定管理者に負担を求めるということでございます。 

 

○ 芳野正英委員 

 去年の笹川中学校は、多分、武道場の改修でグラウンドが使えなかったから、中央緑地

でやっているのかなというふうに思うんですね。きのうも富田中学校が、今、校舎建てか

えでグラウンドが使えないので、四日市ドームでやっていたんですよ。開会式に行きまし

たけど、そういう事例ならば無料ということもあってもええのかなとは思うんですけど。 

羽津北小学校の場合だと、やっぱり、よそはやってきているので、これまで無償にして

しまうと、どこもやりたいよという話になってくるので、その部分で考えると、やむを得

ない理由でやる場合は無償という考えもあってもしかるべきかなと思いますけど、それ以

外は50％減免になっているというところで妥当な判断かなというふうに私は思いますけど。 

 

○ 日置記平委員長 

 という意見もありました。 

 

○ 中森愼二委員 

 芳野委員とほぼ同じなんですが、例えばマンモス校の小学校で、敷地が非常に狭くて運

動会の競技は十分できないというような制約があったりとかという。今、校舎建てかえ等

のグラウンド使用に制限があるというようなことでの四日市ドーム利用、あるいは陸上競

技場を利用するということであれば、無料化してあげることも特例救済ということではあ

ってもいいんじゃないかなと私も思いますが、恒常的な部分でいけば、運動会は今の小学

校のグラウンドで開催できるわけですね。四日市ドームを選択するのは雨が降っても大丈

夫だという、より保護者にも学校にも都合のいい方法の施設を選ぶというのであれば、そ

れだけの利用料が発生しても、それはやむを得ないのかなというふうに私は思います。 

 また、文化会館なんかでも学校の文化祭なんかでもあろうかと思うんですが、それも中

学校の体育館、あるいは小学校の体育館で開催し得るものと、あるいは、よりグレードを

上げて文化会館というホールを使ったほうが、より演出効果なりも期待するということで

あるのであれば、それに伴う費用負担が発生してもやむを得ないんじゃないかな、こうい

うような整理を私はしています。 
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○ 豊田政典委員 

 意見ありがとうございます。 

 その場合に、理由と金の出どころというのも関係すると思うんですよ。だから、学校側

がまとまって文化会館でやろうと決めたとして、そのお金はどこから出すんだ。学校に配

分されている金の中からやるのであれば認めてもいい、有料でもいいと思うんですけども、

そのあたり、例えば羽津北小学校の話、ＰＴＡ会費でやっているというのは解せない話で、

どう考えればいいかな。 

 だから、今、発言があったように、運動会や文化祭については、確かに学校そのものに

施設が原則あるわけですから、そこでやるというのは原則でいいのかなと思いましたが、

そこで毎回、やむを得ない場合の措置であるとか、財源をどうするのかというのは、例え

ば笹川中学校の7950円、どこから出たのかとか、このルール化をどうするかということ。 

 それから、新たに特別なイベントなんかで使いたい場合に、それは学校の金でやるのか、

どこの金でやるのかみたいなところが現実のところは決めてあるんですかね。羽津北小学

校も含めて、実際はどうなんでしょう。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 かなり以前というか、10年にはならんと思います、それぐらい前から羽津北小学校はこ

ういった形でやっていると。それは、学校長にその当時聞きますと、ＰＴＡのほうから何

とかこれでお願いしたいと、都合がいいのでということで言ってみえたので、費用も持つ

からというようなことで始まったというようなことを当時聞きました。ですので、今、必

ずＰＴＡが支払っているかということについては、申しわけありません、自信はありませ

ん。 

 

○ 豊田政典委員 

 まず、羽津北小学校はよくわからないところは残りますけど、要するに、補足していた

だいたように、やむを得ない場合の笹川中学校、富田小学校のケースについては、学校に

負担させるのもおかしいし、ましてやＰＴＡなんておかしいから、このルールというか、

教育委員会の金、もしくは無料が無理なら教育委員会が金を出すべきだと思うんですけど、

そのあたりはどうなんですか。 
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○ 石黒学校教育課長 

 学校運営費のことで前もご報告申し上げたところです。それと関連する部分も当然出て

くると思いますので、それとあわせて検討させていただきたいなというふうに思います。 

 

○ 豊田政典委員 

 終わります。 

 

○ 日置記平委員長 

 関連。 

 はい、どうぞ。 

 

○ 小川政人委員 

 学校教育としての運動会が果たして運動場、青空のもとでなくて屋内体育館でやるとい

う、屋内でやるというのは、子供たちに対する、どういう考え方をしたらええのか、教育

委員会、どう考えておるんやろう。僕は青空のもとで、やっぱり子供たちが運動会やるの

がいいんかなと思うとるんやけど、親の便利さとか、そういう事だけで四日市ドームでと

いう話になるのか、その辺だけ、ちょっと聞かせてほしい。 

 

○ 日置記平委員長 

 基本的なものですね。四日市ドームができてから、いろいろ周辺の小学校には、そうい

う議論もあったんでしょうし、またＰＴＡがということを言ったのは、方向性がないから、

そういうふうにおさまったのかなというふうにも判断できますけど、いずれにしても、小

川委員言われるように基本的なものはあるんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 特に学校行事について、場所をどこですると、そういうようなことは規定としてはござ

いません。ですので、いわば学校長が地域の状況であるとか、保護者の方の意見、また子

供たちの考えも聞いて決定していくというふうに考えております。 

 ですので、羽津北小学校もそのようなことで判断をされたんだというふうに思いますし、
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我々、実際に運動会を運営したことのある者にとっては、天候に左右されないというのは

結構魅力的なことで、そういったことからすると羽津北小学校の判断は学校としてあるの

かなというふうには思います。 

 

○ 小川政人委員 

 天候に左右されないというのは大人の都合であって、子供たちは青空の下で伸び伸びと

運動をやるということが一つの教育かなと思ったんだけど、それは意見が違う、見解の相

違と言われればそうなんだけど、本来的な運動会の意義というのは、ちょっと天候とか、

そういうのじゃないのかなと僕は思うんだけど、まあ、石黒課長がそう言うならそうなん

だろうけど、よう考えなあかんよ、そこは。 

 

○ 城田教育総務課長 

 失礼いたします。たびたび申しわけございません。 

 先ほど豊田委員のほうからご質問がございました杉浦委員の出席の関係でございますが、

３回中２回、出ていただいております。１回、欠席でございます。 

 

○ 中森愼二委員 

 豊田さんの質問ともちょっと関連して少し戻るんですが、学校施設計画に関連して、主

要実績報告書の201ページの学校施設についての生徒アンケートにおける満足度評価とい

う指標の部分で、ちょっと改めてお尋ねしたいんだけれども、具体的に生徒にどんな問い

をこのアンケートで出しているんですかね。その結果も含めて、また資料として出してい

ただきたいなと思うんですが。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 今年度のアンケート結果について、その問いとその結果を総括したのがございますので、

後日、提出させていただきたいと思います。 

 

○ 中森愼二委員 

 ちょっとかいつまんで、どんなことを聞いたのか、教えてください。 
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○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 中学校ですと、３校、それぞれ建設年度、昭和40年代、50年代、60年代、平成何年以降

ということで、中学校については、この３校、40、50、60年代にあたる学校について抽出

して説明を行いました。 

 ここで申します満足度につきましては、その内容が満足している、もしくは、やや満足

しているというところ辺を総計したものでございます。 

 

○ 中森愼二委員 

 何に満足しているかという総体的に、感覚として満足していますかという、そういうの

じゃないと思うんだけど、例えば学校の教室の施設であったりとか、トイレであったりと

か、プールであったりとか、具体的な施設を絞った聞き方をしているのか、その辺が僕は

全くわからないので聞いているんです。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 その満足の内容についても設問でお聞きしておりまして、例えば全体使いやすいかとい

うような評価とか、一部改修等を行ったところは建物が新しくなった。それとまた、改修

等によって照明が明るくなったというような部分でご評価いただいています。逆に不満足

という中では、汚れが目立つとか、壊れているけども、十分に整備されてないとかという

のが目立ったところでございます。 

 やはりこういったことから大規模改修等を行いまして、幅広く、古くてもきっちりと整

備していくことが満足につながるんじゃないかというふうに考えております。 

 

○ 中森愼二委員 

 せっかく調査したアンケートの総数がちょっとわからないんですけども、それもちょっ

と資料としていただきたいんだけど、この201ページの説明によると、施設の保守点検、

清掃管理等を定期的に行うとともに、施設の補修については、学校からの要望も踏まえ、

体育館床塗装改修工事等、計画的に補修工事を施工し云々となっているんだけど、子供た

ちのアンケート結果が生かされているというのは書いてないんだけど、せっかく調査した

子供たちの意向というものが改修計画なり修繕というものにつながっていかなければ、や

った意味が僕はないと思うんだけども、そこら辺の連携というのは、どうなっているんで
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すか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 基本的に、どこを改修するかという部分につきましては、やはり学校現場の教員の方々

の聞き取り等も行っています。一方、指標ということにつきましては、それをご利用いた

だいている子供たちの意見ということで、その成果を測定する部分で使っております。一

部、こういった、先ほど申し上げましたように、どういった部分で満足を得られていくと

か、どういった部分で不満足なのか、例えば汚いとか、壊れたまま放置されているとかと

いう部分につきましては、やっぱりきめ細かく整備を行っていくべきだろうと。 

 一方、例えばトイレの問題、バリアフリーの問題等もご意見が出ておりますので、特に

大規模改修等々につきましても、トイレというのは大きな課題、整備項目だというふうに

考えております。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうすると、子供たちのアンケート結果が、今まで、例えば富田中学校は今、大規模改

修していますけども、そういうのがどういうふうに反映されているのかとか、体系立った

ものが、どういうシステム化されているのかというのは、じゃ、あるということですか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 特にトイレにつきましては、やはり洋式化という意見が大変強いというところと、段差

等については大変気にされると、それと暗いという部分で教室を明るくしていくというよ

うな形で、例えば大規模改修、本年度行っております３校につきましても、照明器具も全

面的に更新していくとか、そういう意見をなるべく反映させたような整備に努めていると

ころでございます。 

 

○ 中森愼二委員 

 こうやって聞くと、山本委員もご質問されているけれども、空調への子供たちの希望と

いうか……。質問したのは加藤議員ですか、そこら辺の部分も、このアンケートの要素の

中には入っているわけですか。 
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○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 ご指摘のとおり、その意見の中に、やはりエアコンがないとか、先ほど申し上げました

トイレが暗い、臭いとか、例えば体育館に舞台がないとか、具体的なご意見をいただいて

いるところでございます。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうすると、そういった子供たちのアンケート結果を集約したものをちゃんと議会に出

していただいて、それが学校施設改修にどう繋げていただいているのか、あるいは、それ

に積み残したものは何なのかというあたりを、ちょっと整理したもので報告いただく必要

があるんじゃないかなというふうに思うんです。 

 加えて、もう一つ聞きたいのは、今、富田中学校が大規模改修していますね。で、河原

田は終わっていますか、河原田小学校ね。空調の話は、これから検討してどうなるかとい

うのは別としても、今、設計をしてつくろうとしているものの建物であれば、将来、そう

いうものが導入できるような設計上の配慮をしておくとか、そういったものについてはさ

れているんですか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 近年、建てかえを行った学校については、河原田小学校、そしてまた、現在着工中の富

田中学校がございます。屋根部分に一定の空調機設置スペースを設けるとともに、特に空

調をつけますと配管経路が問題になってまいりますので、そういった部分の、例えばはり

等のスリーブあけとか、そういう形で想定した対応はさせていただいたところでございま

す。 

 

○ 中森愼二委員 

 アンケートの話に戻りますが、ぜひ報告を、アンケートの集約結果を出していただきた

いんですが、場合によっては、我々としては、子供たちにこんな質問をしてほしいという

ものもあるかもわからないので、ぜひ早くそれも出していただいて、今後の参考にさせて

いただきたいと思うので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 
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 承知いたしました。取りまとめて、後日提出させていただきたいと思います。 

 

○ 中川雅晶委員 

 当初の資料の13ページの学びの一体化推進事業について、お伺いをさせていただきます。 

 この事業は本年度、決算額1746万3000円ということでご報告をいただいていますが、こ

の事業は平成22年度から始まって、特に平成24年度は推進協力校区というのを六つ指定を

されて、一部教科担任制などの取り組みをしたということですけれども、推進協力校区の

それぞれの校区の学校は、どういうような具体的な取り組みをされたのか、教えていただ

けますか。 

 

○ 吉田指導課長 

 申しわけございません。今、ちょっと手元に個々の学校の、取りまとめは毎年している

んですけども、資料を持っておりませんので、具体的に詳細にお伝えすることができない

ので申しわけありません。 

 

○ 中川雅晶委員 

 それは個々の学校によって取り組みの内容が違うんですけども、その取り組んだ内容を、

推進協力校となっているのであれば、取り組みの内容はいろいろあるにしても、どういう

ものを期待をされているのですかね。 

 

○ 吉田指導課長 

 ここは、今、全国的な教育の流れとして、いわゆる、私ども、担当者研修会等で説明を

させていただく際に、今までは小学校だけで学力の問題の向上なり対応をしてきた、ある

いは中学校だけでその対応をしてきたということではなくて、地域の子供たちの育ってい

く11年間、あるいは15年間を見通しながら、確かな学力や健やかな成長を見守っていく体

制づくりが必要だという観点から対応を考えております。 

 

○ 中川雅晶委員 

 まず、平成23年度は先行実施校区として、塩浜、羽津、常磐、西陵、富田、桜の中学校

区で行われているわけですよね。平成24年度が、今、桜、西陵、富田、大池、西笹川、橋
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北の中学校区で推進協力校区として、平成23年度は先行実施校区として、それぞれ実施を

されていると。 

 「輝くよっかいちの子ども」の学校教育白書の中の、これは平成24年９月に、その狙い

とか、現状値、それから目標値というところで、小学校高学年における一部教科担任制を

実施する小学校の数を平成23年度の14校を平成27年度には全小学校で実施をすると。校区

当たりの乗り入れ授業日数も全中学校区において年間20日以上という目標値で進めておら

れて、この平成24年度は、この22、23、24年度となってきた中で、今どういうようなこと

を実際にやられているのかというのが知りたかったわけです。どういうことが成果として、

また課題として見えてきたのか。 

 その下には若干は書いてありますけれども、その位置づけはどうなのかというか、ちょ

っとよくわからない。 

 

○ 吉田指導課長 

 今、最新の教育白書については、編集、校正をかけておる中で、自分の課の事業ですの

で、自分の手持ちの資料でちょっと説明させていただくと、指導体制の一体化改善に関す

る取り組みということで、教員のほうの部分では合同の研修会とか情報交換会、それから

各教科部会、例えば算数とか、数学とか、国語とか、芸術分野とか、運動の部分とか、あ

るいは特別支援教育の部分とかいうような部分での、どういうふうに連携をとっていって、

一人の子供たちをそれぞれ健やかな成長に結びつけていくかということに取り組んでいる、

これはほぼ100％の段階で、どの学校も今やっているところでございます。 

 それ以外に、例えば全国学力・学習状況調査の分析を各校でしておりますけれども、そ

れのもとに系統立てて学力向上をどういうふうに働きかけるかとか、あるいは人権と同和

教育の連携として人権を尊重した子供たちを育てるには、あるいは、またその指導につい

て、どういうふうに進めていくかというようなこと。それから、先ほどちょっと触れまし

たが、特別支援関係。 

 それから、家庭学習というのが最近、大変クローズアップされてきていると思いますけ

ども、この家庭学習の取り組みについて、小学校ではこういうふうな取り組みを今させて

いますよと、中学校ではどうですかということで、家庭学習の与え方とか、小学校からそ

れを習慣づけるというようなこと。いわゆる学習だけではなくて、生活習慣の取り組みと

いうようなことで、例えば幼稚園でも小学校でも中学校でも出会った人と挨拶しましょう
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とか、挨拶を交わしましょうとか、あるいは時間を守りましょうとかいうような基本的な

ルールの徹底を図る。 

 それから、これはまだ少ないですけど、学びの一体化の便りを発行するとか、幼稚園、

保育園、小学校、中学校なんですが、中学生が保育園、幼稚園へ部活動で交流に行ったり

とか、あるいは保育実習に行ったりとかいう職場体験で小学校や保育園、幼稚園にお世話

になるというようなことをさせていただきながら、子供たちの直接的な交流もさせていた

だいていると、そういうようなことです。 

 

○ 中川雅晶委員 

 この学びの一体化の推進というか、この事業というのが、ざっくりとはわかるんですけ

ど、細かく聞くと、やっぱりよくわからない。それぞれやっておられることは、学校教育

現場として当たり前というか、今の時代に適応したことをやっていくということで。これ

を読ませていただくと、幼稚園、保育園、それから小中学校が一貫性を持って系統性のあ

る教育の推進に努めるということで、見通しと責任を持って取り組みを図っていくと。 

 特に平成21年３月に一体化推進協議会から二つのことが提言をされて、それに基づいて

僕は進んでいるのかなと思っていたんです。一つは、幼保小中における研究課題と指導体

制の一体化と、それから、二つ目に中学校との連携を生かした小学校高学年における一部

教科担任制というところを一つ出されていて、それに基づいて、先ほど言った平成23年度

は先行実施校区、それから平成24年度は今こういった推進協力校区として、その辺を進め

られていると思ったんですが、そうではないわけですか。 

 

○ 吉田指導課長 

 説明不足で申しわけございません。早稲田大学の小林教授等にご助言もいただきながら、

そのような形で、それも含めた上で個別の学校の中学校区の状況、地域の状況もございま

すので、特色ある取り組みとして付加しながら対応をさせていただいているところでござ

います。 

 

○ 中川雅晶委員 

 ということは、今現在、全校でその事業を推進をしているということ。 
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○ 吉田指導課長 

 はい、そのようにこちらは推進するように支援をしております。 

 ただ、一部教科担任制の部分につきましては、四日市市の場合、一番、これは課題にな

っているんですけども、施設の離れた環境なんですね。例えば、よく文部科学省などが示

しているモデルなんかは隣接している。すぐ隣同士で小中学校があったり、それから小学

校と中学校が同じ建物の中にあったりとかですね。これは京都のほうもそういうような建

て方をしておりますけれども、そういう部分での時間的なロス、そういうものがあります

ので。 

 あるいは学校規模で、あるいは学級数が非常に少ない学校とかは、単学級の学校などは、

なかなか教科担任制を引こうと思ってもちょっと難しい部分があります。その部分で、例

えば体育とか、それから従来ですが、家庭科、美術、音楽とか、そこへ中学校の教員が、

専門性豊かな者が入って一緒に授業をするとか、そういうような取り組みは進めさせてい

ただいております。 

 

○ 中川雅晶委員 

 平成24年度推進協力校区において、この学びの一体化推進事業を行った結果、その事業

効果というところで全国学力・学習状況調査結果がちょっといいですよとか、あと、不登

校についても、いい傾向が出ていますよというような効果は示されていますけれども、こ

の連動性というのは、この効果って今の話ではこんな効果だけではないですね。いろんな

効果がありますよって言っておられるんですけど、この事業の本当の目的は何なんですか。 

 

○ 吉田指導課長 

 説明が大変悪くて申しわけないんですが、それぞれの校区にいる子供たちを11年間ある

いは15年間見通しながら実態を把握して、共通理解のもと、その地域で確かな学力、健や

かな成長と、これをそこへつなげていくというのが主目的だと思っております。 

 

○ 中川雅晶委員 

 この推進協力校区の学校は、そういうデータを抽出する先として、ここを選定されてお

るんですか。 
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○ 吉田指導課長 

 私は実際、平成22年度、一番最初の先行実施校の羽津中学校で勤務しておりましたけど

も、その22年度、24年度から全小中学校で進めていくに当たってアンケート調査などをと

って、どういう成果があるかというようなことを進めていくという研究的なことをやって

きました。本格実施の24年度からは、そういう成果がどこに出てくるのかというのを毎年

検討しながら進めているところです。 

 

○ 中川雅晶委員 

 じゃ、この決算額の1746万3000円は、例えば内訳、特に重点的に配分されたのは、どう

いうような事業項目ですか。 

 

○ 吉田指導課長 

 先ほど説明の中でちょっと触れましたけども、四日市市の場合、施設の距離が離れた連

携型の小中一貫教育を中心とした学びの一体化を進めようという基本構想がありますので、

そのときに、例えば乗り入れ授業で中学校の教員が小学校の高学年の授業に入って一緒に

授業をチームティーチング等で、特に英語とか数学とかいうのが多いんですけども、そう

いうところでしていきますと、結局、中学校のほうで授業、その時間を持てなくなります

ので、それを補塡する、影響が出ないようにするための非常勤講師、これの賃金が主で、

1746万3082円の決算額のうち、1291万5000円余りがそれに使われておりますし、それから、

もう一つ、この学びの一体化推進事業の中で到達度検査、ＣＲＴというのを以前にもご説

明させていただいたと思うんですが、その費用が304万9000円余りというようなことで、

それがこの事業費のほとんどでございます。 

 

○ 中川雅晶委員 

 今おっしゃっていただいた非常勤講師の人件費と、それから、先ほどの小学校５年生と

中学２年生に実施をするＣＲＴに、ほとんど決算額はそうですよということですね。 

 であるならば、予算を使ったものに対する、もう少し事業効果というのを、推進協力校

がどういうような役割をして、また、どういうような成果や課題というのを、もうちょっ

と明らかにしていただいたほうがいいと思いますし、また、それは後でも結構ですので、

資料として出していただければありがたいんですが、それともう一点、ここ、やっぱり保
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幼小中一貫となっておるんですが、今お伺いしていると、小学校と中学校の連携というの

はよくわかるんですが、特に保幼小というのがほとんど出てきてないんですけども、この

学びの一体化推進事業の保幼小という部分は、次の例えば平成26年度とか27年度で何か出

てくるとか、現在の25年度で何かが出てくるとかというのはあるんですか。 

 

○ 吉田指導課長 

 済みません、私が中学校出身なもので、ついついそちらのほうを重点的に説明をさせて

いただいたんですけども、小中学校の連携が核となって、就学前の部分との連携も図って

いきたいということが前提にございまして、特に、こちら、力を入れているのは、いわゆ

る、小一プロブレムと言われる問題がありますので、円滑に学校生活になれていただくた

めに、スタートカリキュラムというのを作成しながら、そして、それをうまく活用して、

今までももちろん情報交換等もしていましたが、円滑な教育が進むように、そのスタート

カリキュラムの編集をしたり、それを活用させていただいているというのが現状でござい

ます。 

 

○ 中川雅晶委員 

 ということは、平成23年度の学校教育白書の報告の中には、今後の方向性というところ

で、今おっしゃったスタートカリキュラムの作成を進めますと書いてあるんですが、現在

は、24年度はそれを作成をして、それで進めているということでよろしいでしょうか。 

 

○ 吉田指導課長 

 平成24年度にここを話し合いをしまして、この24年度末、25年度に向けて今これを活用

しているところでございます。実際に活用を始めたところでございます。ですので、この

24年度の決算の中には、そういうことが含まれておりません。 

 

○ 中川雅晶委員 

 じゃ、また後ほどで結構ですので、スタートカリキュラムというのを、ぜひ資料として

提示を求めます。 

 それから、続いてよろしいでしょうか。 
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○ 日置記平委員長 

 はい。 

 

○ 中川雅晶委員 

 同じく14ページの四日市こども科学セミナー事業なんですが、これ、それぞれ全国公募

で、８月８日、769人、午前と午後か、午後が746名と、全国公募で好評を博したというよ

うな報告はいただいているんですが、この中に四日市の子供というのは、どれぐらい参加

をされているのか、把握されていますかね。 

 

○ 吉田指導課長 

 済みません、今、手元に資料がないのであれですが、実際のところ、８割程度は四日市

市の子供だったというふうに記憶しております。近隣の桑名市、鈴鹿市、三重郡、それか

ら名古屋市等、県外の方もお見えでした。 

 

○ 中川雅晶委員 

 ありがとうございます。８割程度でよかったなと思いますし、逆やったらどうしようか

なと思っていたんですが、そんなことはないということで。 

 できれば、確かに本市は産業都市と言われて、そういう理科系のことをやられていると

いうのは僕はよくわかるんですが、側面、私は、文科系としては、もう少し文化的なとこ

ろにも重点を置かれるようなことも今後考えていただければいいかなと思いますので、理

科の好きな子ばかりではなくて、やっぱり文化的なものに興味を示す子だっておられるわ

けですから、ぜひその辺の配慮も、外部のそういう企業との連動した事業も、その辺も少

しウイングを広げていく時期ではないかなと思いますので、ぜひその辺も提言をさせてい

ただきますので、よろしくお願いします。 

 一言だけ、じゃ、ちょっと、方向性はどうですか。 

 

○ 日置記平委員長 

 文化面、どうぞ。 

 

○ 吉田指導課長 
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 これはもともと平成19年からの四日市の地域性を生かした企業連携、これがベースにな

った、それの発展形の科学セミナーでございますので、文化的な側面についても、今、三

泗教育発表振興会で音楽会とか、美術展とか、社会科展等々やっておりますので、それの

充実をもちろん図らないといけませんし、新たにそういうことも考えていかないといけな

いというふうに考えております。 

 

○ 中川雅晶委員 

 ぜひそういうメニューをふやしていただくような努力をしていただきたいなと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 それから、続いて15ページの特別支援、それから相談事業のところで、相談支援ファイ

ルというのをつくって連携してやっていくと。不登校や発達障害等の課題がある子供に対

してもやっていきますよというのは報告を受けたのでわかりますが、例えば臨床心理士と

か言語聴覚士、こういうスキルアップ策というのは独自で何かやられているとかいうのは

あるんでしょうか。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 セラピスト、臨床心理士等を活用してスキルアップをしているということがございます。 

 

○ 中川雅晶委員 

 教職員等に研修をされているというのはわかるんですが、例えば臨床心理士自身とか、

言語聴覚士自身をスキルアップしている施策があるのかないのか。臨床心理士が全て、ど

れが専門というのか、いいのかどうなのか、わからないんですけども、やっぱりそれぞれ

の力量というのに大分差があるのかなって思います。確かに差だけではなくて相性もあっ

たりとか、なかなか難しい側面はあると思うんですけど、そういうセラピストのスキルア

ップ施策というのはあるのかないのか。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 私が把握しておる限りでは、セラピストに特化して、彼らのスキルアップを図っている

ということは教育支援課ではないと思います。 
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○ 中川雅晶委員 

 ないわけですね。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 はい。 

 

○ 中川雅晶委員 

 今後、そういうことは考えていかないんですか。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 それぞれ立派な方を委嘱しているというふうに思うんですけれども、再度、その辺の対

応の中身とかスキルの部分を私ども可能な範囲で検証しながら、必要に応じて検討してい

きたいと思います。 

 

○ 中川雅晶委員 

 どういう形でスキルアップしていくかというのはあるとは思うんですけど、それぞれの

ケーススタディあるのかもしれないんですけど、もう少し、例えば研究者を呼んできて、

要するにスキルアップの機会を設けるとか、また、経験によって、それぞれに合った階層

別のスキルアップ施策があるのかないのか。その辺も、そのまま専門職というか、専門家

としてお任せするだけではなくて、スキルアップ施策も同時に考えていただくようにお願

いをしたいと思います。 

 何かあれば。 

 

○ 吉田指導課長 

 指導課直接ではないんですが、いわゆる臨床心理士の方々は、日本臨床心理士学会とい

うのがありますので、その中で年間を通じて必ず受けなくてはいけないスキルアップする

ための研修とかがあります。それを積み上げながら経験を積んで、臨床ですので現場経験、

いわゆる実地経験を積みながら、それを繰り返し行っているということで、臨床心理士学

会のほうですけども、そういうことをずっと資格とった後もやられています。 

 以上、ちょっと参考までにお伝えさせてもらいます。 
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○ 中川雅晶委員 

 それは資格を有する以上の、それぞれ課せられたものであったりとか、能動的にやられ

ているもんやと思います。 

 例えば行われる内容、不登校に対するものと、それから、障害の発達上の課題がある

方々に対するやり方というのは、素人が見ても大分千差があるのかなと思いますし、不登

校においては、それぞれの地域性であったりとか、パーソナリティであったりとか、いろ

んなケースがあるのかなと思うんですけれども、特に経験であったりとか、ケースを重ね

ていく上で、いろいろ見えてくる課題があったりとか、情報共有する部分もあるのかなと

思って、そういう提案をさせていただきました。 

 子供たちは、どのセラピストってなかなか、選べるケースもあるかもしれないんですけ

ども、ファーストコンタクトではなかなか選べないケースもあったりとかする中で、ある

一定の四日市市のセラピストの信頼性を高めるという意味でどうですかという提案をさせ

ていただいたんですが、どうでしょうか。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 先ほどと繰り返しになりますけれども、個々の力量につきましては、個別にパーソナル

にスキルアップを図っていただいているところでありますけれども、教育委員会として子

供たちに対する状況。実際に相談をさせていただいた子供さん、あるいは保護者から、そ

の都度、アンケートもとってございますので、委員のおっしゃるような方向でも検討はし

ていきたいというふうに思います。 

 

○ 中川雅晶委員 

 それともう一点、12ページの少人数学級拡充事業の中で、教育アドバイザーの派遣、平

成24年度の指導実績としては2619時間というふうにここに報告いただいているんですが、

平成23年度は何時間だったんですか。わからなければ後でも。ふえているか減っているか

という。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 数字的にはふえています。昨年度のやつが今、うちの課から回ってきましたので見ます
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と、少しふえています。 

 

○ 中川雅晶委員 

 ふえているわけですね。 

 

○ 西浦教育支援課長 

 はい。 

 

○ 中川雅晶委員 

 そしたら、ちょっと質問を変えます。 

 2619時間というのは具体的に、退職の校長先生等が若い教職員に対して指導されるとい

うか、アドバイスをされるという事業だと思うんですけど、何名のアドバイザーの方が新

人教員の方何名に対して行われているんですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 

 アドバイザーとしては、８名の方が学校のほうに出向いています。 

 学校のほうでは、基本的に非常勤講師であるか講師、または若手教員ということで、学

校の中でピックアップした方、または幾つかのグループを組んで指導していただいている

というのが現状です。ですので、小学校でいいますと新採教員は30から40名おりますし、

中学校でも20から30名の新採教員がおります。その者たちをあわせて、２年目、３年目、

４年目、こういった年数の浅い教員、これらの方々の中で特に必要な者であったり、自分

から希望する者であったり、そういった者を中心に指導をしております。 

 

○ 中川雅晶委員 

 ということは、もちろん、正規のというか、教員の方と、それから非常勤の方も含めら

れているというのはさっきおっしゃっていましたけども、それから、結構、人数何人かと

いうのを集めて、個別ではなくてというような形の研修をされているというか、指導をさ

れているということですか。 

 

○ 石黒学校教育課長 
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 主には、その該当教員の授業を参観をして、後で指導するというのが中心なんですが、

そのときに例えば同じ新採教員が一緒に話を聞かせていただいたりということは当然ござ

います。 

 

○ 中川雅晶委員 

 この辺も確かにこれから必要な事業やと私は思いますし、非常に有効な事業であると思

うので、次にどう発展をさせていくか。先ほど言った集合の研修もあれば、個別的な研修

もあったりとか、お互いの授業を公開し合うとか、いろんなやり方があると思いますので、

ぜひそういう指導方法も、具体的にもう考えている部分もあると思うんですけど、この辺

も発展的に少人数学級拡充事業としての中で、やっぱりこうやって報告されているという

中では大変重要な事業だというふうに認識をしますので、ぜひその辺もまた議会のほうに

報告いただきたいと思いますし、拡充策もあわせて検討いただきますようにお願いしてお

きます。 

 以上です。 

 

○ 日置記平委員長 

 この辺で質問のドアをオフにします。よろしいですか。はい。 

 それでは、たくさんの質問とよいご協議をいただきました。ありがとうございます。 

 討論はありますか。 

 

（なし） 

 

○ 日置記平委員長 

 採決に入らせていただきます。 

 決算常任委員会教育民生分科会に付託されました、議案第54号平成24年度四日市市一般

会計及び各特別会計等の決算認定について、一般会計、歳出、第10款教育費、第１項教育

総務費（健康福祉部、こども未来部所管部分を除く）、第２項小学校費、第３項中学校費、

第４項幼稚園費中教員委員会関係部分、第５項社会教育費（市民文化部、こども未来部所

管部分を除く）、第６項保健体育費の部分について、賛成の諸君の挙手を願います。 
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（賛成者挙手） 

 

○ 日置記平委員長 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 

 〔以上の経過により、議案第54号 平成24年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決

算認定について、一般会計、歳出、第10款教育費、第１項教育総務費（健康福祉部、

こども未来部所管部分を除く）、第２項小学校費、第３項中学校費、第４項幼稚園

費中教育委員会関係部分、第５項社会教育費（市民文化部、こども未来部所管部分

を除く）、第６項保健体育費について、採決の結果、別段異議なく認定すべきもの

と決する。〕 

 

○ 日置記平委員長 

 ちょうど２時になりますので、10分間休憩をとらせていただきます。 

 

                                １４：０２休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １４：１４再開  

 

○ 日置記平委員長 

 それでは、再開をいたします。 

 今からは補正予算にかかわる議案ですが、皆様方から提出依頼のありました資料につい

て、ここの分野から順次、委員の皆様方の質問をお受けします。 

 結構多いので、まず理事者の皆さんから説明してください。 

 

    議案第58号 平成25年度四日市市一般会計補正予算（第３号） 

     第１条 歳入歳出予算の補正 

        第10款 教育費 

         第１項 教育総務費 
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         第２項 小学校費 

         第３項 中学校費 

     第２条 債務負担行為補正（関係部分） 

 

○ 城田教育総務課長 

 続きまして、補正予算関連の資料について、ご説明をさせていただきます。 

 補正予算書は20ページから24ページでございまして、資料といたしましては、教育民生

常任委員会関係資料のうち、２列で２番をつけさせていただいているものをごらんくださ

い。よろしいでしょうか。 

 

○ 小川政人委員 

 ちょっと待って。この資料やろう。 

 

○ 城田教育総務課長 

 はい、そのうちの２番でございます。インデックス２番をつけさせていただいている予

算常任委員会教育民生分科会資料でございます。 

 

○ 日置記平委員長 

 よろしいね。はい、どうぞ。 

 

○ 城田教育総務課長 

 よろしいですか。はい。 

 それでは、まず１ページでございます。こちらは東橋北・西橋北小学校統合関連経費決

算内訳でございまして、校歌作詞作曲の報償費として70万円、消耗品費は主に西橋北小学

校の閉校式に際しての経費でございまして、あと、委託料は東橋北小学校の閉校式の費用

でございます。そして、備品購入費として校旗などの費用として支出させていただきまし

て、これらを合わせまして196万7208円でございました。 

 ２ページでございます。今回お願いいたします三浜・塩浜小学校統合関連経費の補正予

算案でございまして、校歌作詞作曲の報償費で100万円、需用費での内容といたしまして

は、閉校式記念品などで28万円、委託料といたしまして、三浜・塩浜両小学校の閉校式典
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の費用を100万円、そして使用料として両校交流のためのバスの借り上げ料として12万円、

合わせまして240万円を計上させていただいておるところでございます。 

 次に、３ページでございます。こちらは総合関連予算と条例改正案の議会上程時期の考

え方についてでございます。今回、この平成25年８月定例月議会に上程させていただきま

した三浜・塩浜小学校統合関連予算は、新しい小学校の校歌作成関連予算、そして両校の

交流行事及び閉校式関連予算など、現時点におきまして必要が見込まれるものでございま

して、平成26年４月の統合に向けて、この８月定例月議会に上程させていただき、議決後

執行させていただくことが必要であるものでございます。 

 一方、三浜・塩浜小学校を統合し、現在の塩浜小学校の地に新しい小学校を設置するた

めの四日市市立小学校及び中学校設置条例、こちらの改正議案につきましては、議案の内

容である新しい小学校の校名が現時点では決定していないため、８月定例月議会への上程

には至ってございません。 

 今後、地域の皆様方等を含めまして協議を行いまして、議案の内容が決定した後に、定

例月議会への上程をさせていただきたいと考えてございますので、ご理解をいただきます

よう、お願い申し上げます。 

 教育総務課関係につきましては、説明は以上でございます。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 続きまして、４ページをおあけください。学校施設整備の進め方についてでございます。 

 整備を行う順位の決め方といたしましては、１番といたしまして、やはり建設時期の古

いものからになってまいるかと思います。 

 そしてまた、２番といたしまして、施設使用状況による劣化を決定において加味すると

いうところでございます。やはり体育館等では学校開放等で使用頻度が違いまして、なか

なか頻度だけではいえないところでございます。 

 ３番目につきましては、整備につきましては、やはり効率的なという部分がございます。

整備の時期が迫っておって適当な補助制度が活用できる場合は、その補助とあわせて前倒

し等を行っていくというところでございます。 

 ４番目といたしまして、整備を行う場所に近接した他工事との組み合わせということで、

例えば防水工事ですと、年度をまたいで増築された棟が連続している場合もございます。

そういった場合におきましては、やはり効率性も考えまして同時に行うという部分もござ
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います。 

 大きな整備内容につきましては、ここにございます１番、校舎の外壁改修でございます。

これにつきましては、学校施設整備計画案に基づきまして、大規模改修とあわせて国の交

付金、補助金を活用しながら行っているところでございます。 

 加えて、この外壁につきましては、建築基準法の規定によりまして定期報告、定期点検

ということで、10年に一度、そういった落下等の危険性がないか、現在調査をしておりま

す。本年度で３年目で３分割でやっておりまして、本年度で全ての該当する校舎を行って

いるところです。そういった結果の状況も踏まえまして、その順位等について、そしてま

た緊急性のあるものについて、ピックアップしたいというふうに考えております。 

 ２番の防水改修につきましては、これも同じように、大規模改修等の学校施設整備計画

案に基づきまして、国の交付金等を活用し、順次やっていくところでございます。その他、

先ほどもありましたように、学校の状況をつかみながら部分補修で対応できる部分につき

ましてはやっていくというところでございます。 

 ３番目といたしまして、きょうもご指摘いただきました受水槽や高架水槽についてでご

ざいます。こういった部分におきましても、大規模改修とあわせて国の交付金を活用する

とともに、こういった受水槽、高架水槽につきましては、飲料水を扱うということから法

令によりまして年１回の点検がございます。その点検によりまして内部の状況等々が明ら

かになってまいりますので、そういった状況を見きわめながら随時対応を行っていくもの

もあるというところでございます。 

 ４番目の体育館の屋根です。今回の補正にお願いしているところでございますが、やは

り建設から15年程度を目安に塗りかえを行います。その後につきましては部分補修、また

新たな塗りかえを重ねまして、塗りかえによっても、そういった状況が耐えられない折に

は、今、屋根改修といたしまして張りかえ等を行っているところでございます。 

 ５番の体育館の床につきましては、授業による使用はもとより、特に部活動、地域開放

などによりまして、その使用頻度が大変変わってまいります。そういった部分を見きわめ

まして、現地調査のもと、やっているところでございます。 

 プール槽の改修につきましても、同じく補修箇所、特にこの部分につきましては、安全

にかかわる部分につきましては、年次等かかわらず随時行っていくというようなところで

ございます。 

 ページ開いていただきまして５ページでございます。これが現在の外壁改修の状況でご
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ざいます。この少し色をつけて網かけした部分が既に済んでいるもので、そしてまた、少

し見にくくて申しわけございませんが、二重線で囲った部分が10年ごとに区切ったところ

でございます。 

 上のほうから見ていきますと、やはり昭和30年代の校舎につきましては、一番上にあり

ます橋北小学校、神前小学校、三重小学校と、こういった部分で大規模改修の場面で行っ

ているところでございます。こういった形で随時進めてまいるわけではございますが、今

回補正に上げさせていただいておりますような部分で……。済みません、間違えました、

外壁については、このような状況でございます。 

 先ほど申し上げましたように、そういった事業の効率性から一部、少し前倒しした部分

は後年度の分にあるとともに、実はこの平成14年度あたりの改修年度につきましては、以

前は耐震工事を順次行っていたところでございます。国の制度の中で、耐震工事におきま

して外壁の部分の補修につきましても補助がいただけるということで、あわせてやったも

のが、ここにございます14とか13とか、そういった数字のものでございます。 

 続きまして、６ページでございます。校舎の屋上防水でございます。この部分につきま

しては、同じように大規模改修の折にやっていくとともに、今回、塩浜小学校の補正をお

願いしているところでございますが、この部分につきましては、平成22年度に、当時にお

きましては平成23年４月に統合ということで大規模改修を行いましたが、残念ながら、こ

のときには防水まで手が回ってなかったと。その大規模改修時に補助が出る要件としまし

て防水等が含まれていることがございますので、今回、そういった補助が出ないというこ

とから、今回、国のそういった元気交付金を活用して今回補正で上げさせていただいてい

るところでございます。 

 続きまして、７ページでございます。この部分につきましては、中学校の部分でござい

ます。先ほどご説明申し上げましたように、同じような考え方で現在進めているところで

ございます。 

 続きまして、８ページでございます。今回ご指摘いただきました受水槽、高架水槽の部

分でございます。ここにございますように、例えば小学校の受水槽につきましても、おお

むね年度の古いものから順次、ステンレス製の水槽に変えております。水槽につきまして

は、今までのＦＲＰ製ですと、太陽光が透けて中に青のり等が発生する問題、そしてまた、

地震時に波立った波によって上が破断されるような問題もございまして、改修の折にはス

テンレス製に変えて長期に耐える、そしてまた衛生状況が保てるようなものに順次変えて
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いるところでございます。受水槽につきましても、同じような考え方でございます。 

 続きまして、９ページでございます。ここにつきましては、体育館の屋根改修工事でご

ざいます。ここにありますように網かけ部分、例えば一番左上、小学校を見ますと、網か

け部分が下部のほうまで迫ってきておりますが、結果的には今回は泊山小学校、補正でお

願いしておりますように、この部分、昭和63年には運用しているんですけども、今回ふき

かえという形で一巡回っていく必要があるのかなと。そしてまた、状況を見きわめながら、

そういった対応をしていきたいというふうに考えております。 

 その横、体育館の床でございますが、これにつきましても、国の経済対策、平成22年度

にございました。上段中央部、小学校を見てみますと、22年度はたくさん校数がございま

すが、こういった国の補助、そういう建物を長く使えるようなメニューで行ってください

というような補助があった折には、現況をつかんだ中から必要な整備について補助を活用

しながら、この22年度には多くの体育館の床改修をさせていただいたところでございます。 

 その下段につきましては、中学校の状況でございます。 

 説明につきましては以上でございます。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 よろしくお願いします。 

 博物館のリニューアル関係の資料について、説明させていただきます。 

 まず10ページをお願いします。この資料は先月の議員説明会でお示ししましたコスト計

算の資料ですが、事業費につきましては補正予算として計上させていただく段階で額の精

査を行いまして合計で約7000万円弱減額しまして、事業費総額としては約23億6000万円に

改めさせていただきました。 

 次のページのランニングコストにつきましては、博物館の収入見込みを追加させていた

だきました。リニューアルを行いますプラネタリウムについては、30％の増収を見込んで

おります。 

 続いて、12ページと13ページにつきましては、今回補正予算としてお願いします施設改

修工事と展示造作委託費について、当初の見込みより増加した内容を説明するものです。 

 まず、施設改修工事費の増加要因につきましては、（仮称）四日市公害と環境未来館の

１階に塩浜小学校の当時の教室を再現した研修室を設置することになりまして、これが現

在のロビーとしての用途を変更することになるため、建築基準法の改正に基づく全館避難
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安全検証に即した安全強化対策を図る必要が生じたことで、全体で3400万円、そのうち博

物館の負担分は3100万円の増額となります。 

 また、展示スペースの照明のＬＥＤ化に加えまして、トイレやエレベーターホールのＬ

ＥＤ化を追加したことにより700万円の増額、そして、当初５％と見込んでおりました消

費税率を８％に見直したことによる500万円の増額。これらの増額に対して、施設改修工

事につきましては、展示室内の床面を展示造作のほうでまとめて施工することにしたこと、

また、既存の設備をなるべく活用するようにしたことなどによりまして2900万円ほど削減

しまして、差し引きすると、博物館では1400万円、当初より増額となりました。 

 なお、（仮称）四日市公害と環境未来館につきましては、太陽光発電設備の追加と消費

税のほかに、平成26年度の単年度事業で今回の債務負担行為補正には含まれませんが、じ

ばさん三重で活動エリアの改修と、備品購入を追加したことによる増額がありまして、博

物館と合わせての総額では7500万円の増額になります。 

 次のページの展示造作委託費につきましては、博物館のほうが４億6500万円、（仮称）

四日市公害と環境未来館のほうが４億3400万円。これを面積当たりの単価にしますと、博

物館は１㎡当たり消費税抜きで89万7000円、（仮称）四日市公害と環境未来館は52万9000

円と、博物館のほうが経費を要することとなっておりますが、これは博物館の展示は単に

資料を並べるだけでなく、展示を通して歴史をわかりやすく伝えることを主眼とするため、

原寸大再現展示や大型映像などを用いました。一方、（仮称）四日市公害と環境未来館は、

情報を見せることに重きを置いているため、パネルや映像による展示が多くなりました。 

 こうした展示手法の違いに加えまして、恐れ入りますが、15ページと16ページに平面図

を記載しております。この平面図を比較していただくと、おわかりいただけるかもわかり

ませんけども、展示物が展示面積に占める割合、いわゆる展示密度は博物館のほうが高く、

こうしたこともありまして、それぞれの面積当たりの事業費が異なることとなりました。 

 なお、13ページに記載しておりますように、それぞれが類似する施設、他の施設を見ま

しても、博物館のほうは１㎡当たり90万円程度、資料館のほうは50万円前後というような

差が出ております。 

 当初見込みより増加した要因につきましては、こちらは消費税の増額1200万円のほかに、

３階から２階への吹き抜け部分を利用した映像展示を追加したことによる増額が約3500万

円で、博物館では合計4700万円の増額、施設改修工事と合わせますと6100万円の増額にな

ります。 
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 この３階から２階への吹き抜け部分の活用につきましては、博物館の近世の展示と（仮

称）四日市公害と環境未来館の近代の展示をつなぐ重要な部分であることから、ここの大

きな壁面を利用しまして近代の本市の発展に大きく影響を与えた港を取り上げ、その移り

変わりを映像で紹介することとしました。また、港だけでなく江戸時代に始まった大入道、

四日市まつりなど、近世から近代へのさまざまなシーンをダイナミックに映し出して展示

に動きを取り入れるとともに展示の固定化も避けることができるため、増額とはなります

が、その効果を考慮して、ぜひとも導入したいと考えております。 

 なお、（仮称）四日市公害と環境未来館では、１階に当時の塩浜小学校の教室を研修室

として再現することにしたことと消費税の増額がありまして、博物館と合わせての総額で

は約7300万円の増額になります。施設改修工事と展示造作を合わせた全体での増額は１億

4800万円となります。 

 次のページは、教育委員会と環境部のそれぞれが所管するエリアを図示したものです。 

 また、その下の整備スケジュールにつきましては、今回の資料は環境部と同じものを提

出させていただいておりまして、都市・環境分科会のほうで請求がありました、この８月

定例月議会に補正予算として上程しなければならない理由を示すものです。ごらんのよう

なスケジュールによりまして契約から完成までに約１年半を要しますので、平成27年３月

のオープンを目指しまして今議会に上程させていただきます次第ですので、どうかよろし

くお願いいたします。 

 資料の説明は以上です。よろしくお願いします。 

 

○ 日置記平委員長 

 全部ですね。ありがとう。 

 それじゃ、委員の皆さん方の質問をお受けします。 

 

○ 小川政人委員 

 消費税３％の値上がり分は幾らですか。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 ちょっとここには記載ございません、済みません。トータルで約4000万円と見込んでお

ります。 
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○ 小川政人委員 

 そうすると、２億8000万円ばかり、全体で計画より高くなって、消費税が4000万円、２

億5000万円高くなるんやわな。そこがちょっと、うちの会派の人たちも解せんという話な

んですけども、なぜそんなに、２億5000万円というと、11億円ばかりの工事かな、12億円

ぐらいの総額、その中の２億5000万円、結構パーセンテージ高いかなと思うんですけど、

違った……。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 ちょっと資料に記載がございませんので申しわけないんですけども、今回補正をお願い

します施設改修工事と展示造作、合わせての全体の増額は１億4800万円になります。 

 

○ 小川政人委員 

 ２億8000万円というのは何をいう。その内容を説明したのは、２億8000万円というのは

何をいうとるのかな。２億8000万円か、２億4000万円か、説明したよね、２億……。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 施設改修工事が２億8700万となりました。その数字でしょうか。 

 

○ 小川政人委員 

 それは全部の金ということな。増額分と違うのね。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 はい。 

 

○ 小川政人委員 

 わかった。増額分は１億……。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 展示造作と施設改修合わせまして１億4800万円です。 
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○ 小川政人委員 

 それでも１割近く高くなるんやわな、消費税抜いて。そんなに計画から高くなるという

のがわからんのやけど。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 もう一度まとめて増額要因を繰り返し説明させていただきますと、消費税の部分が4000

万円、そして、安全強化対策、こちらが3400万円、ＬＥＤの追加で700万円、太陽光発電

の整備費の追加で2900万円、それから常設展の３階から２階への吹き抜け部分の映像の展

示の追加で3500万円、それから１階の塩浜小学校の教室の再現、これで1500万円、以上が

増加の要因ですが、減額、削減もしております。全体で1200万円ほど削減しております。 

 

○ 小川政人委員 

 減額しても、さらにそれだけ上がるということでしょう。実際の計画よりもっと上がっ

とるということやないからな。そこは、そんなずさんな基本計画でやってきたのかという

ことなのさ。これ、基本計画を立ててから、そんなにたってないと思うんやけど、そこに

わからんとこがあるもんで。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 確かにそういうのがございますけども、例えば安全強化対策につきましては、これは基

本計画の時点では、これを見込めなかった。といいますのは、例えば塩浜小学校の教室を

１階に再現しようということは当初は決まっておりませんで、１階のロビーに部屋の形を

つくると、ロビーの用途を変更しなければならなくなってきまして、そうすると、建築基

準法の改正に基づいた防災計画の見直しというのが必要になってきたわけなんですけども、

こういったことが当初はまだ決まってなかったもので見込めなかったといったこともあり

ます。 

 

○ 小川政人委員 

 塩浜小学校の教室を再現するというのは、初めの計画ではなかって、後から出てきたと

いうことなんだけど、そんな必要性が、公害資料館か何や知らんけども、僕はもともと博
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物館と併設すること自体が反対なんやけども、その辺がようわからん。教室が公害資料館

の何になるんやろうという。今までなかったもの、突然そういうのが出てきてというとこ

ろがようわからんですね。今までの説明会の議論になかったと思うとるんやけど、突然、

実施計画のところに、基本設計のところで出てきたのかなという、その必要性は何なんや

という部分、どうなんだ。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 四日市公害と環境未来館のほうの基本設計案をあり方検討会のメンバーに示して意見を

求めた結果、当時の塩浜小学校の教室の再現を行うこととしたというふうに環境部からは

伺っております。 

 

○ 小川政人委員 

 環境部の話な。そこがわからんのやけども、何のメリット、公害資料館として教室が何

か歴史上に残るものなのかと、公害の資料館にふさわしいものかというと、ありきたりの

教室。公害が起こって教室がどのように変化したのかというんやったら、原爆ドームみた

いに、爆弾落ちて、こういう建物になったというんやで、公害資料館で、教室を残して、

公害が起こる前はこんなきれいな教室やって、公害が起こって真っ黒けになってとかいう

話なのか。 

 これは、ここで環境部で聞くべきものなのかわからんもんで、委員長にお願いしたいの

は、環境部とまたがることについてやで、全体会でまた審査をお願いしたいなという、こ

れは私の希望です。 

 以上でとどめておきます。 

 

○ 豊田政典委員 

 小川委員の話は、私も同じように全体会の話やと思いながら、12ページの所管の負担の

ところで、基本計画のときは２分の１ずつ負担だったのが、基本設計に基づいて所管負担

ということになったもんで、教室をつくって、その安全対策分が博物館、教育委員会に来

たということ。ものは環境部だけれども、安全対策は博物館が全体で持つの。 

 

○ 水谷博物館副館長 
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 建物全体は博物館が管理、所管することになっておりまして、１階に塩浜小学校の教室

を再現することによって建物の用途が変わることになります。あそこはロビーという用途

ですので、そこは間仕切りしてしまって一つの部屋をつくるということになりますと用途

が変わってきまして、そうなってきますと、火災が起きた場合の避難、安全対策、こちら

のほうを見直さなければならないということになってきます。その対策として、例えば防

火扉をふやすとか、シャッターをつけるとか、そういった避難、安全強化対策が必要にな

ってきます。 

 それぞれ、これにつきましても所管するエリアごとに割り振るんですけども、防火扉な

んかは博物館のエリアがほとんどを占めておりまして、3400万円のうちの3100万円が博物

館のエリア、残りの300万円が２階の環境未来館が使う事務室等のエリアに設置するとい

う。防火対策につきましても、それぞれ所管するエリアで分けておりますが、たまたま博

物館のほうが圧倒的に多くなっているという形です。 

 

○ 豊田政典委員 

 太陽光発電は全部、博物館で全館……。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 太陽光発電につきましては、これは全て環境部のほうになります。 

 

○ 小川政人委員 

 資料をお願いしたいのは、環境未来館の検討会で塩浜小学校の教室を再現するというこ

とになったという、そのときの議事録の提出をお願いしたいなと思います。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 環境部のほうに伝えさせてもらいます。 

 

○ 中森愼二委員 

 博物館の改修に関連して、直接、この予算とは微妙に関連性もあると思うんですが、う

ちの毛利議員が一般質問で秤乃館の質問をさせていただいたところなんですが、世界的に

見ても一級のコレクションだという非常に貴重な度量衡のコレクションが松本市に流出す
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るというきっかけ、そうなったんですが、今回、博物館を大々的にさわるという計画は、

公害資料館という引き金がもちろんあったんですが、今回の改修に合わせて、そういった

部分を寄贈いただいて展示をしていくという考え方の検討というのはなされたんですかね。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 今回の改修によりまして２階に環境未来館が併設されるということで、博物館の常設展

示としましては面積が減るという中で、どういった展示手法をとっていくと面積が減ると

いう影響を少なくできるかということを考えました結果、各時代の建物を原寸大再現で展

示して歴史の流れを示し、体感する展示にすると、そういった結論に達しまして、その中

で秤乃館というのは、やはり議論というか、検討の中には入ってきませんでした。 

 

○ 中森愼二委員 

 今の話でいくと、スペースがないから検討しなかったんでしょう。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 スペースがなかったから直接というわけではなくて、原寸大再現展示という展示手法の

中で考えていきましたので、特に検討はしなかったということです。 

 

○ 中森愼二委員 

 そうじゃなくて、秤屋健蔵さんは四日市市に全て寄贈すると言ってみえるわけじゃない

ですか。問題は、一級のコレクションを展示する仕方だとか、場所だとかというのが、ど

う整備をするかというものが課題であったと私どもは認識しているんですよ。そうすると、

この博物館の大改修というものは、一つの検討のチャンスだったんじゃないかと。今の副

館長の話でいくと、検討すらされてないし、初めから原寸大の展示スペースだから検討の

余地もなかったんだということで簡単に話を処理されているけれど、そんなことでよかっ

たんですか。 

 どうなっているんですか。誰がどこで責任持って検討したの、この秤乃館の寄贈に対す

る博物館としての受け入れ体制のことについては。非常にチャンスじゃなかったの。私た

ちが声かけるのも遅かったのかもわからないけど、あわせて当然セットで検討されるべき

ものじゃなかったのかな、これは。責任のある人の回答を、ちょっといただきたい。 
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○ 日置記平委員長 

 責任のある回答を求められました。 

 出ませんか。 

 

○ 中森愼二委員 

 もっと言うならば、今、答えがないということは何ら検討してなかったということでし

ょう。そんないいかげんなことでよかったんですか。この話は、ここ一、二年の話じゃな

いですよ。相当前からの話で、毛利議員も何回か質問に取り上げているし、我らの会派と

しても現地を見に行って館長からも直接お話を伺ってきたけどね。 

 松本市のメーカーさんによって整備はされるということで、長野県に移っていくという

ことは非常に残念なんですよ。だけど、今回、こんな博物館をさわるという絶好のチャン

スがあったにもかかわらず検討もされてなかったということになると、これは大きな問題

じゃない。秤乃館の寄贈に対して、どの部署がどういう形で検討してきたのかという資料

を一遍出してくださいよ。それがどうして今回の改修とつながらなかったのか。 

 

○ 日置記平委員長 

 今の中森委員の発言はわかりましたか。 

 

○ 田代教育長 

 ここ一、二年の博物館のリニューアルの中で、秤乃館を教育委員会として検討してこな

かったというのは事実でございますが、秤乃館についての検討というのは、市民文化部も

関係しておるのかと思いますので、少しその辺も調べて、その経過等を報告させていただ

きたいと思います。 

 

○ 中森愼二委員 

 責任のなすり合いじゃないんだけれど、私は佐々木教育長の時代から答弁を記憶してい

るんだけども、秤屋健蔵さんの持っているコレクションを台帳整理をして、どういう価値

があるか全部調べるんだと。その後、どういう受け入れができるのかということを導いて

いくということで答弁されていますよ。当時の教育長、答弁しているんですよ。だから、
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市民文化部がどうとかこうとかという話で逃げちゃだめですよ、それは。 

 スペースの話しをされたけど、15ページの図面をちょっと見てください、３階のスペー

ス。学芸員の部屋とか、市民学芸員室とか、スペースあるじゃないですか。学芸員の人な

んて、じばさん三重に移ってもらえばいいんじゃない、別に。展示として一体としていく

のであれば、学芸員さんは、じばさん三重の会議室に移ってもらえばいいじゃないですか。

このようなスペースあるじゃない。丹羽文雄記念館より広くスペースとれるところなんだ

ね、これ。そこのところ、ちゃんと検討した上で秤乃館を受け入れないという話なら私ら

も納得するけれど、責任の所在もわからない、誰も検討してないままで長野県に流出して

しまいましたなんて、そんな話では私は納得できんですよ、これは。 

 しかも、市長、何と言っているんですか。観光元年、オーストラリア館も壊すと言って

いるけれど、四日市市に魅力あるものとして、来ていただくようなものの展示がね、例え

ば四日市の原寸大の古代からの展示物を、どうしても四日市市の博物館で見たいという国

民がどれだけいると思う。どこの博物館ともそんなに変わらないじゃないですか、基本的

にはですよ。だけど、秤乃館の部分が、もしここに展示ができたら、ここにしかないもの

じゃないですか。そういう魅力のある博物館に、どうして皆さんのほうでつくり上げてい

こうとしないの、せっかくのチャンスなのに。そこが僕は非常に残念なんですよ。声上げ

るのが、私もちょっと遅かったかもわからないけど、ここのところはちょっと譲れないで

す。 

 僕は毛利議員の質問を聞かせていただきながら改めて感じていたんですが、今、話を聞

いていると検討すらしてないという、こんなような状況では、ちょっと僕は納得できんな

というふうに思う、率直に。ですので、一度、資料も一遍整理していただいて、あした、

もう一遍、報告いただくなりしていただかないと、ちょっと私は納得できないです。 

 

○ 日置記平委員長 

 中森委員の要求に対して、今答弁ができないようでありますから、しかと、表現の中に

あります、責任のある人の答弁を求めるという要求ですから、今できなければ、中森委員

の言うように、あした整理をしてください。しっかりとお願いします。 

 他に。 

 

○ 豊田政典委員 
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 今の件で資料用意してもらうんなら、本会議の質問、答弁のポイントも出してください。 

 それから、さっきの小川委員のやりとりで、今回の造作部分の約１億5000万円のところ

が今回の資料でわかりにくいですよ。結局読み解いていかな……。読み解いてもわからな

いんですけど、約１億5000万円の内訳をわかりやすく、もう一回つくってくれませんか。

丁寧過ぎてわかりにくい。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 はい、了解しました。 

 

○ 日置記平委員長 

 １億4800万円の詳細ね。 

 豊田委員、いいですか。 

 

○ 豊田政典委員 

 学校統廃合のほうであるんですけど、そっちに移ってもいいですか。 

 

○ 日置記平委員長 

 そうですね。 

 

○ 豊田政典委員 

 ほかにあれば先に。 

 

○ 日置記平委員長 

 じゃ、豊田委員、一遍休んでもろうて、ほかの委員やりますかね。 

 ないようですから、豊田委員、どうぞ。 

 

○ 豊田政典委員 

 じゃ、小学校統合関連事業、資料ありがとうございました。 

 きょうの資料１ページから少し教えてほしいんですけど、まず、最も大きな単純な質問

をしますが、閉校式というのは年度末にやるんですね。開校式は来年度予算なんだけど、
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準備期間が要るような気がするんですけど、今回出さんでもええのか、いつ出すのかとい

うことが１点。 

 

○ 城田教育総務課長 

 失礼いたします。 

 閉校式につきましては、今ご説明させていただいたとおりでございまして、開校式につ

きましては、来年度当初の予算でお願いさせていただくというふうな運びになるかと思わ

れます。 

 

○ 豊田政典委員 

 想定している閉校式の時期と開校式の時期は何月ですか。 

 

○ 城田教育総務課長 

 閉校式につきましては、両校とも、３月の下旬、20日過ぎぐらいで、その辺の日程にな

るかと思われます。開校式につきましては、学校の始業式、入学式に合わせた日取りにな

りますので、４月の上旬、10日前ぐらいになるかなと。ちょっとはっきり今、日程はあれ

ですけど、上旬かと思われます。春休みが終わった直後ということになるかと思われます。 

 

○ 豊田政典委員 

 ３月で間に合うの。まあ、橋北小学校は間に合ったんでしょうけど。理解してないんで

教えてほしいんですけど、開校式は予算的にも大規模なものじゃなかった、だから当初で

間に合うと、そんな理解でええのか。 

 

○ 城田教育総務課長 

 閉校式は、それぞれの学校が今までの思い出とか、そういったふうな意味合いで、学校、

ＰＴＡ、地域、その他同窓会等の皆さんが中心になって準備委員会を設置していただいて、

式典、行事とか、その内容を考えて開催していただくと、こういうふうな位置づけのもの

でございまして、開校式につきましては、行政主催で新しい学校が開校しましたよという

形での式典というふうな位置づけでございます。 
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○ 豊田政典委員 

 閉校というところも大事だと思いますが、私は個人的には開校のほうが大事で、どうせ

金使うなら、そっちに金使ったほうがいいと思うのは意見としておきますが、閉校式の予

算で委託料100万円というのが、会場準備業務委託がありまして、橋北小学校のときは110

万円が50万円になったんですけど、これ、何を見た数字か、委託内容、わかりやすく……。 

 

○ 城田教育総務課長 

 式典、例えば会場の準備とか、器具とか、そういったものをお借りするのに業者さんへ

委託されたというふうなことでございます。そして、その会場の式典の準備と、あと、も

ろもろの装飾品とか、そういったものも含まれておるというふうなことでございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 じゃ、今のをちょっと頭に置きながら校歌の話を聞きますが、100万円なんですけど、

よくわからないんですけど、校歌の作詞作曲の世界というのは、何となく流行歌の作詞作

曲とは違う独特の作詞作曲家の世界があるような気がするんですよ。卒業式だったり、そ

ういうもの、全国でいくつかに限定されたりしていますよね。プロ作詞家、プロ校歌作曲

家みたいのがいるような気がするんですけど、それも含めて、どういう方を想定していて、

誰に頼むのか。頼む人の選定とか、あるいはどこかに任せるのか、そういうのはどうやっ

てやるんですか。100万円というのもよくわからない、数字の根拠も。 

 

○ 城田教育総務課長 

 ご指摘のとおり、こういう校歌とか、そういったものを手がけられておる専門家という

か、そういった方々にお願いしていくことになるかと思うんですが、実際、橋北小学校の

際も、そういった方、ちょっと何々協会というふうな名前はすぐに出てきませんけども、

そういう方々のところの会員の方というか、こういう校歌のご専門の方にお願いしたとい

う状況でございまして、100万円という経費につきましては、前回、橋北小学校のほうで

お示しさせていただいておるような70万円というふうな実績をベースにお願いしておると、

こういうふうなことでございます。 

 

○ 豊田政典委員 
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 そうすると、何らかの団体に委ねるわけですか、委託とか、任せるんですか。 

 

○ 長谷川教育総務課政策ＧＬ 

 橋北小学校の際、橋本祥路先生という作曲家の方にお願いさせていただきました。 

 選定の考え方でございますが、まず、子供たちが、例えば音楽の教科書でその名前を知

っておるプロの作曲家ということを、親しみが持てるといいますか、そういう点も踏まえ

て、音楽の出版業者であるとか、そういう関係でプロの作曲家の方をご紹介いただいて、

個別にご連絡させていただく中で受けていただく方にお願いさせていただくという経緯で

ございます。 

 以上です。 

 

○ 豊田政典委員 

 個人を選んで、その人に頼むと。橋本祥路先生って、子供、みんな知っているんですか。 

 

○ 長谷川教育総務課政策ＧＬ 

 私もそれほど詳しくはないんですが、音楽の教科書の作曲であるとか、編曲であるとか、

そういうところにお名前が載っている方というふうに伺っております。 

 以上です。 

 

○ 豊田政典委員 

 別に予算を否定するわけじゃないんですけど、例えばと思って聞いてほしいんですが、

今は、三浜・塩浜地区の会議の中で、塩浜地区の委員は愛着もあるんで残したいという意

見を主張されていますよね。それはさておき、今の塩浜小学校の校歌の作詞者は元市議会

議長ですよね。地元の人間が思いを込めてつくったと。だから、そういう方法もあるじゃ

ないかと僕は思うわけですよ。 

 その業界で名が売れているのかどうか知りませんけど、プロに丸投げするんじゃなくて、

例えば地域でいろんなフレーズを募集して、それを一つにまとめるとかね。それはプロで

いいのかもしれないけど、であるとか、さっきの閉校式の話もそうですよ。金を業者に50

万円だか、100万円だか知りませんが、任せてきれいなものにするよりも、それに力を入

れるよりも、まだ時間があって早目に補正予算を通そうとするのであれば、手づくりの、
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それこそ、お別れ会ですから地元の意見を入れた形で、金をかけずにとは言わないですけ

ども、そういったつくり方もありなんじゃないかと。それは個人的に思ったので、いろい

ろお聞きしました。参考になれば。助言だと思って聞いてください。 

 

○ 芳野正英委員 

 関連で。 

 

○ 日置記平委員長 

 はい、どうぞ。 

 

○ 芳野正英委員 

 さっきの校歌の話なんですけど、校歌の問題、これから検証していくと思うんですけど、

橋北小学校の校歌というのが、時代かもしれないんですが、余りにも小学校の校歌として、

これ、どうなんやなというような感覚を僕は持っていて、要は地域性というか、地区の名

前であるとか、いろんな地区の川の名前だとか、そういったものが入るのが校歌という。

まあ、それは固定観念なのかもしれないですけど、そこから考えると、ちょっと橋北小学

校の校歌というのは、橋北の人らにとってみると、非常に愛着があった校歌からああいう

形になって、統合の過程を遠慮する余りに、何か一般的な歌詞になってしまったのではな

いかなという思いがあるので、先ほど豊田委員の意見じゃないですけど、やっぱりそうい

う外部の人を頼むよりは、例えば少なくとも歌詞ぐらいは地域の方々からの募集というの

があってもいいのかなと思うし、委託料ということ、作成なので、そういうこともこれか

らまだできるのかなと思うので、そこは要望しておきたいなと思います。 

 質問なんですけど、交流行事用の貸切バスの12万円が入っていて、交流行事も資料を見

ると11月とか３学期に開催されるということなんですけど、この交流行事をする費用とい

うのは、学校運営費の中から出るんでしょうか。例えば11月28日、両校合同観劇会となっ

ていますけど。 

 

○ 葛西教育監 

 これ、11月28日はふれあいシアターといいまして、文化庁の演劇鑑賞ということで、こ

れは文化庁のほうで補助というんですか、もう全額出ると、そんなふうに僕は聞いていま
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す。 

 

○ 芳野正英委員 

 それは、この両校のみが学校外でやるのに……。 

 

○ 葛西教育監 

 これは三浜小学校の子供たちがバスで塩浜小学校へ行くという。塩浜小学校で、今考え

ているのは、できれば教室で給食を食べて、子供たちは交流をすると。給食だけじゃない

んですけども、一緒に劇を見て、そして給食も食べて、席を同じにして、そしてまた、い

ろいろ活動も一緒にするという、そういうことを聞いています。 

 

○ 芳野正英委員 

 そういう部分でいくと、交流行事に関しては、じゃ、特に費用、この合同授業なんかも、

多分、塩浜小学校に行って授業を一緒に受けるのかなということがあるので、交流行事に

関して、じゃ、そういう費用はかかってないという。 

 

○ 葛西教育監 

 現在、私が聞いているのは、もう一つ、塩浜中学校の文化祭に子供たちが行くと。そこ

で塩浜中学校の中学生の合唱発表を塩浜小学校の子と三浜小学校の子が合同で観劇をする

と。その後、また塩浜小学校で給食をいただいたり、あるいは一緒に活動するというふう

な、そういうことで経費のことについては特別これが要るという、そんなことについては

お聞きしておりません。 

 

○ 芳野正英委員 

 交流行事４回ぐらい、それにかけて１回大体３万円ぐらい、４回の12万円、こういうこ

とで考えてよろしいですか。 

 

○ 葛西教育監 

 また３学期にも適切なものがありますので、大体３回から４回ということでございます。 
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○ 山本里香委員 

 済みません、ちょっと博物館に戻っていいですか。 

 

○ 日置記平委員長 

 はい。 

 

○ 山本里香委員 

 済みません。博物館、これは環境未来館とのこともあるので、両方のところで、また全

体会という話が出ていて、それはそうなのかなと思いながら、この計画を見るにつけ、反

対はしませんけど、すごい苦しいというか。秤乃館のことも、もちろんそういったことも

含めての、なぜ、いろいろなことが盛り込まれなかったのかという経緯のことも苦しいん

ですけど、これを見るにつけ苦しいのは、これ、フロアごとに予算が教育委員会と環境部

に分かれて、フロアと、それから内容ごとに分けて出されていると思うんですが、16ペー

ジにある四日市公害と環境未来館の部分を見ていても、これはここじゃない、どうもこれ

は博物館の部分だろうと。すみ分けが歴史の中で公害を捉えるということにはなるんだろ

うと思うけど、この２階部分というのは、これは教育委員会ではなくて環境部のほうで要

求しているんですかね、予算については。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 はい、そうです。２階は環境部です。 

 

○ 山本里香委員 

 ずっとこの流れを見ながら、やっぱりワールド・オブ・ヒストリーでしか公害資料館、

環境未来館がなってないというようなイメージ。これは私はこの図面からしか見ていませ

んけれども、できたものは違うかもわからない、そこで受けるイメージは違うかもしれな

いけど、これ、運営も大変なんだろうなと、つくるのも大変だったんだろうなと。 

大変さを思うから、それ以上のことではないんだけど、（仮称）四日市公害と環境未来

館、２階はそうだ、あとのところは、３階は博物館、１階は教室を含んだ形で融合してい

るわけなんですけど、これで予算振り分けが、本当にそんなものなのか、それでいいのか

なというふうに思うのですが、これは博物館として、あるいは教育長として考えていてど
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うですかね。今、何か言えることが……。 

 

○ 田代教育長 

 確かに３階から２階へおりてくるという形でいきますと、これ、それなりにストーリー

性もあり、つながりがあるというふうなことで私は見てきました。それでいったときに、

そのすみ分けがですね、どこでどういうふうにすみ分けるかというのは、今回、こうやっ

て示させてもらってはいますけども、言われますように、これが答えだというのはなかな

か見出しにくいですけども、あえて、今、進めようとしたやつ、これを示させていただい

たというふうなことで私は思っています。 

 かなり難しいといいますか、どこでどういうふうにするというのは難しいですけど、３

階から２階と抜けて、またバトンタッチすると。そして、両方が一つの側でそのストーリ

ーを理解しながら、今回、組み立ては短時間でございますが、してきているというふうに

理解します。 

 

○ 山本里香委員 

 理解しようとしているんだろうと、その理解をしなければいけないんですかね、と思い

ながら、ただ、（仮称）四日市公害と環境未来館をつくっていこうという取り組みの中で、

この場所でということで決まり、一生懸命、本当に考えてもらって、環境部のほうの部分

だと思うんだけど、この公害を展示するということがどんなに難しいことかということが

まざまざと、これ、苦心をされていることなんだろうと思います。博物館の方も一緒にな

ってやられたんだろうと思うんですが、予算として出てきたときに、これ、区分け、これ

でいいのかなという疑問を持つ。心が痛いというか、疑問を持ちながら、つくっていくこ

とには協力をしていかなあかんと思いながら意見を言いました。いいのかなという理解と

いうことで。 

 

○ 小川政人委員 

 だから、みんな、おかしいと思っとるんやろうけども、博物館の機能もおかしくなるし、

それから、環境未来館という部分においても何か中途半端なものができてしまって。ただ、

マニフェストで、選挙公約やで環境未来館という、公害資料館という名のつくものをつく

ったらええという話じゃないもんでな、そこをきちっと考えやんと、お茶濁して、もうつ
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くりましたわといって陳腐なものをつくってしまう。そして、博物館半分なくしてしまう

という。 

 今、中森委員言うとったように、スペースに秤乃館の資料を寄附してもらってやったら

本当に立派な博物館になるのに、そういうことはもうやめて、名前だけとっとるみたいな

気がするんやわな。そういうことを含めて、やっぱりオーストラリア館にしても、使い方

がもうちょっと頭、知恵絞る必要があると僕は思うとるんやけど、そこら辺のトータル的

な施策の考え方というのは、四日市の今の投資でもあきれとる。僕はあきれとるで、勝手

にやれよという思いでおるんだけども、そんな程度しかないのかなと思って。 

 本当に名前のつくものだけつくったらええわというのとは違いますもんでね。それはよ

う考えてほしいのと、もう一つは、博物館に塩浜小学校の教室って、環境未来館の展示室

って、それだって変やなと思っとるけども、これ、以上言わんとくわ。 

 以上です。 

 

○ 森 智広副委員長 

 関連ですけども、教育長もおっしゃったように、その順路ですね、公害資料館に来たと

きの順路は３階からおりていくという順路になりますか。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 入り口は３階で出口は２階になりますが、ただ、直接、環境未来館だけ見たいという方

につきましては、３階にショートカットの通路を設けております。つまり、博物館の常設

展示をぐるっと通らなくても近道ができるという通路は設けております。 

 

○ 森 智広副委員長 

 何かその辺も、本来は１階として見せるべきものなのに、何か２階と３階が分かれてい

るので、公害資料館に行ったのに最初は博物館だけ行って後半が公害資料館。その辺、も

っとうまく、併設とか何か考えたほうがいい気もしますけど、その辺もまた検討いただき

たいなとは。見せ方の問題というか、表現上の問題だけなんですけども、その辺だけ、ま

たご検討いただければなと思います。違和感を感じるのは、恐らく皆さん感じられている

と思いますので。 
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○ 日置記平委員長 

 ご検討くださいという要望ですが。 

 

○ 水谷博物館副館長 

 実施設計の段階で、その辺も含めて考えさせていただきます。 

 

○ 日置記平委員長 

 他にいかがですか。 

 

○ 豊田政典委員 

 施設補修のほうの資料をいただきましたが、わからないんで、受水槽と高架水槽の更新

のところを見ながらですけど、それぞれの表の下のほうで何も書いてない学校は、これは

指導されてないというところなんですか。 

 

○ 日置記平委員長 

 どこ。 

 

○ 豊田政典委員 

 ８ページの下の学校は、数字も何もないじゃないですか、説明書も。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 空欄の部分は、例えば笹川団地に、笹川東小学校、笹川西小学校ございますけども、あ

そこは高架水槽は実はございませんでして、少し小高い上の高置水槽から来ておりますの

で、水槽を持たない学校になっております。橋北小学校につきましても、この大規模改修

時に水道直結方式にいたしましたので水槽がございません。そういった事情から空欄にな

ってございます。 

 

○ 豊田政典委員 

 そうすると、四つの表に空欄が何個かありますけれども、別の施設で機能は補完されて

おると理解しましたが、じゃ、それはわかりましたけど、外壁と屋上防水なんですけど、
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特に、これ、古い順に書いてありますよね。僕が、目につくのが高花平小学校なんです。

これは想像するに、建てかえの時期が迫っているのでやらないのか、それとも物理的に不

可能なのか、どっちなんですか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 高花平小学校につきましては、大規模改修、内部はさせていただいたところですけども、

外壁については、現在のところ、まだやってございません。 

 あわせまして、笹川西小学校につきましては、施設整備計画案の中で建てかえを計画し

ておりますので、それをもって整備をしていきたいというふうに考えております。 

 

○ 豊田政典委員 

 ここから先は地元議員の顔でしゃべるんですけど、確かに計画案には載っかってはいる

けれども、まだ７年も８年も先の話ですよ。市内でも有数の環境の悪い学校として現場の

先生も言っていますよね。まだ７年、８年、このままいけというのは、これだけスコーン

と抜けていますやん、屋上防水を見てもね。外壁のところもそうです。かわいそうでしょ

う。外壁もそうですね。内部の大規模改修をやったのはいいですが、余りにも非情、残酷

という感想ですが、検討してくださいよ、今回とは言いませんのでという意見です。 

 以上。 

 

○ 日置記平委員長 

 意見です。 

 

○ 中森愼二委員 

 今のに関連してなんですが、きょういただいた資料、建設年度、過去の改修年度順に並

んでいる、単純に古いものからという流れだと思うんだけど、今後も経済対策だとか、年

度予算の余剰金の対応ということも含めて、こういった高架水槽なり外装、防水工事につ

いての年度中の追加というものも十分考えられると思うんですよ。 

 単純な古さだけじゃなくて、いろんな要素がかみ合っているとしたら、教育委員会とし

て、防水工事はこういう順番を一つの基準で考えていくんだと。順番ですよ。あるいは外

装は、今、豊田委員がおっしゃった、いろんな可能性もあると思うんだけども、こういう
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順位で考えるべきなんだというものがやっぱりあって、それが普通に年度途中で補正予算

が上がってきたときには物理的にこれが上がってくると、こういうようなわかりやすい話

にしておくって大事じゃないかなと思う。 

 そのためには、日ごろから、どうしてこれがこの順位にいるのかということが、誰が見

てもそうだなと言える物理的な物差しをやっぱりちゃんとつくって、場当たり的な話じゃ

なくて、その整理を日ごろからしてあれば、例えば3000万円の補正が上がっていくと。屋

根防火の改修工事、じゃ、順位的にこういうことなんですよということが理解いただける

要素がね。特別の予算があれば、また別ですよ。そういうのはやっぱりフレームづくりを、

ちゃんとしておく必要があるんじゃないかなというふうに思うんですね。そこら辺は、ど

うなんですかね。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 今回お示ししたように、整備状況、内容につきましては、こういう一覧で把握している

ものの、委員ご指摘の、それが本当に順位づけかという部分につきましては、おおむね次

のところには向くわけですけれども、そういった系統立ったものはございませんので、今

後、今お示しされておるような施設整備計画の中では改築、大規模改修のみでございます

けども、そういった視点で、そういった計画づくりについても検討してまいりたいという

ふうに考えております。 

 

○ 中森愼二委員 

 もう一つ、補正予算に関連して、前回、三重小学校は大規模改修を出されてやってもら

いましたね。そのときに校長室は含まれてないんだという話が出ていたじゃないですか。

ああいうような話はナンセンスだと思うんだ、やっぱりね。やるときには一体的な話。そ

のときの答弁では、入札差金なんかも含めて考えたいという話もあったけど、どうなった

んですか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 三重小学校につきましては、私も先日、行かせていただきまして、ご指摘のように、職

員室の天井は塗りかえて、照明器具を変えて明るいんですけども、校長室が大変暗いとか、

その前の廊下が手つかずでございます。幸いといいますか、あそこの学校につきましては、
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給食リフト、現在においても施工中でございます。そういった大規模改修の費用の中で、

入札差金等で足りる場合は対応しますし、もし足らない分は、一般修繕等で、やはり中森

委員おっしゃられたように、こういった機会を一つの区切りとして一定の整備ができるよ

うに努めてまいりたいと思っています。 

 本当にきょう、午前中に高架水槽のほうでは、お金が余るというような予算要求、そし

てまた大規模改修で足らないということで本当にご迷惑をかけておりますけども、そうい

った部分で努力してまいりたいと思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

○ 中森愼二委員 

 ということは、三重小学校の場合には、今の現場の工事期間中に、そういった部分の対

応をするということなんですね。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 ことし大規模改修を行っておりますので、それから外れることのないように、期間中か

と言われますと、少し予算の関係もあるかと思いますけども、きっちりと進めてまいりた

いと思っていますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

○ 中森愼二委員 

 外部リフトって、12月ぐらいの工期じゃなかった。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 そうですね。 

 

○ 中森愼二委員 

 できるんですか。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 努力してまいります。 

 

○ 日置記平委員長 
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 ないようですね。 

 

（なし） 

 

○ 日置記平委員長 

 ちょうど１時間たちましたが、休憩に入る前に、質問のほうはこの程度と思いますので、

予算常任委員会教育民生分科会の予算の部分ですが、全体会に送るという方向性が出てき

ましたので、その件は諮らせていただかないといけません。 

 ただ、中でその部分が第２条の債務負担行為の補正というところにかかわるならば、第

１条の歳出、第10款、第１、２、３項を先に諮らせてもらって、第２条の債務負担行為に

ついて全体会に送るという分類にするか、まとめて送らせてもらうかというところですが、

いかがでしょうか。 

 

○ 小川政人委員 

 分けて。 

 

○ 日置記平委員長 

 分けてね。 

 それでは、もうちょっと時間いただいて、ここのところで諮らせてください。 

 討論、よろしいですね。 

 

（なし） 

 

○ 日置記平委員長 

 じゃ、分けて採決をさせてください。 

 議案第58号平成25年度四日市市一般会計補正予算（第３号）、第１条歳入歳出予算補正、

歳出第10款教育費、第１項教育総務費、第２項小学校費、第３項中学校費を認めることに

賛成の諸君の挙手を願います。 

 

（賛成者挙手） 
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○ 日置記平委員長 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 

 〔以上の経過により、議案第58号 平成25年度四日市市一般会計補正予算（第３号）、

第１条歳入歳出予算補正、歳出、第10款教育費、第１項教育総務費、第２項小学校

費、第３項中学校費について、採決の結果、別段異議なく可決すべきものと決す

る。〕 

 

○ 日置記平委員長 

 それでは、第２条債務負担行為の補正について、全体会に送ることに賛成の諸君の挙手

を願います。 

 

○ 中森愼二委員 

 ちょっと委員長。 

 

○ 日置記平委員長 

 どうぞ。 

 

○ 中森愼二委員 

 送るのは、もう一度、何を目的に送るのかというあたりの整理はしておく必要があるん

じゃないかと思うんですが。 

 

○ 日置記平委員長 

 整理はね。 

 いずれにしても、第２条の債務負担行為ですので、今、中森委員から何を送ることが、

この中の部分が大きく二つ、秤乃館の部分と、それから環境未来館等々ありますので、そ

の辺の分類について。では、とりあえず、この第１条の件については決していただきまし

たので、第２条の件については、休憩後に諮らせていただきます。 
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 休憩いたします。 

 

                                １５：２７休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １５：４０再開  

 

○ 日置記平委員長 

 再開をさせていただきます。 

 まず、皆さんにお諮りをさせていただきますが、この第２条の件につきましては、博物

館のリニューアルと公害と環境未来館を一体的に整備しようという計画でもあり、私たち

教育常任委員会と都市・環境常任委員会にもわたる案件でもありまして、あわせて力強く

中森委員から、博物館の目的のあり方について強く秤乃館という点もありました。総合的

に勘案して、ここで皆さんの同意が得られれば、私は委員会はここまでとして、この部分

について総意が得られれば、全体会へこのまま送りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 日置記平委員長 

 よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、この第２条債務負担行為については、全体会へ送らせていただきます。 

 

 〔以上の経過により、議案第58号 平成25年度四日市市一般会計補正予算（第３号）の

うち、第２条債務負担行為補正（関係部分）について、採決の結果、別段異議なく

全体会へ送ることと決する。〕 

 

○ 日置記平委員長 

 それから、ここの議案第58号にかかわって後日資料をと言われた委員さんがありますか

ら、その点はお忘れにならないように。それから、中森委員からご提案のありました責任

のある回答が欲しいという点も忘れられないように、お願いをいたします。 

 では、この項目はこれまでといたしまして、ここからは協議会に切りかえをさせていた
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だきます。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 済みません。 

 

○ 日置記平委員長 

 はい、どうぞ。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 中森委員から、先ほど学校の施設整備についてのアンケートについて資料を出すように

言われましたので、今、ご用意できましたので配らせていただいてもよろしいでしょうか。 

 

○ 日置記平委員長 

 はい。配ってください。 

 済みません、傍聴者の方１名、来られましたので申し上げます。 

 では、資料が２点ありますけど、この２点について畠山課長から説明をいただきます。 

 

○ 畠山教育委員会理事兼教育施設課長 

 失礼します。 

 １冊目が、今回、平成25年３月28日に実施したアンケートの結果でございます。この場

面では、五つの小学校、そしてまた三つの中学校、計８校において行いました。 

 その対象としまして、小学校では５年生の１クラスの児童、そしてまた、その教員でご

ざいます。 

 中学校につきましては、２年生の１クラス、そしてまた、その教員ということでござい

ます。 

 実施期間につきましては、３月15日から３月22日でございます。 

 対象人員につきましては、小学校が児童151人、教職員132人と、合わせて283人と、ま

た中学校では、生徒105人、教職員95名、200人でございます。合わせまして、総数として

483人でございます。 

 先ほど中でもご説明申し上げましたように、この問いにつきましては、２冊目の１ペー
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ジを開いていただきますと、その右側のほうの、３ページ目になるんですが、ページのほ

うが、それぞれの設問でございます。 

 １問目としては、あなたの学校の校舎、体育館などの施設について、どのように思いま

すかと、満足している、普通、やや不満、不満というような形で４項目についてお聞きし

ております。この指標として上げているのが、満足している、普通、大体満足している、

その総和でございます。 

 ２問では、満足と答えていただいた方の中で、どういった要件でご満足されているかと

いうところでございます。 

 第３問につきましては、不満と言われたところで、どういった部分について課題がある

かというところでございます。 

 ４番につきましては、自由記入といたしまして、お気づきになったことを書いていただ

いているところでございます。 

 このような形でアンケートをしているところでございます。 

 その次のページにつきましては、教職員用でございます。 

 そしてまた、その次のページにつきましては、今まで十何年からこういった取り組みを

やってまいりましたが、対象校、１番から、平成24年度につきましては神前小学校、内部

小学校、大池中学校、大谷台小学校、三重平中学校、日永小学校、内部中学校、中部西小

学校という形でございます。 

 その結果といたしまして、この集計結果といたしまして、例えば満足という部分では、

全体、教職員を含めますと50％ということでございます。今回、資料に載っております生

徒では64.4％というようなところでございます。 

 例えば昭和30年代では、神前小学校を対象といたしますので、昭和30年、建設の古い学

校でありましても、ああいった大規模改修を行いますと、かなりの高率で満足いただける

というような結果も示しているところでございます。 

 そしてまた、問（２）になりますが、満足と答えた理由としては、やっぱり使いやすい

とか、新しくなったとかというような意見でございました。 

 問３につきましては、不満の部分でございますが、やはり古いからと、汚れが目立つか

らと、壊れているところがまだ直ってないからというところが目立ったところでございま

す。 

 そして、次ページを開いていただきますと、特に、先ほどありましたトイレにつきまし
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ては、その他の欄で、やはりトイレが古い、汚いという部分、そしてまたエアコンがない

とか、やはり現在、教育委員会としても課題に捉えているようなところがアンケートとし

て上がっております。 

 次ページは、その分析した数値の結果でございます。 

 そのものをわかりやすく次ページ以降、グラフ等にしてお示しさせていただいています

ので、またお時間がありましたら、ごらんいただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○ 中森愼二委員 

 感想だけ一つ。 

 ＰＦＩで整備した南中学校だとか、橋北小学校だとかを見てのアンケートではないんで

すね。自分の学校を基準の中で判断しているわけですよ。ですから、本当の意味でいうと、

そういう一番進んだ学校なんかも生徒に見てもらった上で、自分の学校としてどうなのか

という見方が僕はある意味では必要ではないかと。 

 ただ、それが全てじゃないよ。だけども、ここで文句が出てないからいいということだ

けではないという側面だけは、ちゃんと理解しておかないと、今、非常に格差があるわけ

ですからね。ＰＦＩで整備したところの学校と全然違うものね。そこのところは、よくよ

く考えておく必要があるので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○ 日置記平委員長 

 ほかにこの資料についてよろしいか。 

 はい。じゃ、資料については、このとおりでございます。 

 それでは、協議会のほう、早速、準備を進めてください。 

 入れかえがありますか。はい。終わった方は退席してください。 

 

                                １５：４８閉議  

 


